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建 材 審 査 謹 明 書 発 行 の 件

予て申出中のウオノレトンにつき審査の結果下記の通り証明努を発行した。

昭和27年度第 6号優良証明書写

1. 品 名 ウオルトン( レヂンエマルジョン塗料)

1. 製品社名 東亜ベイント株式会社

昭和zl 年 9 月12日提出された資料につき本会建材審査委員会に於て答査の結果別記特徴によ り優良と認める 。

昭 和 zl 年 12 月25 日

社団法人 日 本 建 築 協 会 会 長 竹 腰 健 造 建材審査委員 長 置 猛 章

特 徴

1. 71 < で稀めて使用するが在来の水性ペイントに比べ塗り易くて乾燥も平し、リ

2.  主材料は難燃性であるので火気に対して安全である。

3  塗l撲は無臭である。

4.  耐湿性、耐薬品性が強いので漆喰又はそノレタノL 箇の充分な乾燥を持たずに塗装が出来 、しかも隠磁力が大き い

ので塗面を水叉は石鹸水で洗える 。 以 上

午 餐

. o.  

::n; 

(尾崎久助氏、岡橋作太郎民、白石登喜男氏帰朝歓迎)

書室而 新年の御祝詞を申述べ各位主主々御多幸を祈ります。新年午霊会を下記の通り開催いたします。

新年の御挨拶交換努々 、旧邸夫々欧米を観察帰朝されました、 円建設計工務社長尾崎久助氏、同設長情I1長岡織作太

郎氏、三和銀行技師長白石登喜男氏の歓迎会をヨ在ねて行います何卒奮って御参加下さい。

1. 時 1 月14日 ωく) 11時.30分集合 1  所 中之日J 新大阪ホテノレ三階

1  会 費 600円 1  締 切 13日迄到渚する様申込の事

申込後 欠陥の場合でも準備都合上金銭の御負担願います。

中座 観 摩U

. o.  

コヨE

新年の催しとして恒例によって下記の通り中座の松竹新喜劇観劇会を開催いたします。何卒悦家欽御同伴御申込下

さし、

1. 日 時 1 月17 日( 土) 3 時下集合

1.  集 会 所 道傾初中座 1 等入口

1  観 Jil j  松竹新喜劇夜の部 (4時間決〉

1. 会 費 会員￥300円同伴者￥350PJ (1等入場料に充当) 前車PJ Flli iいます

1  申込締切 14日までに会費と J たに申込闘います( 会mと引j突入場券お渡します) 但し予定人民に注したときは

期日前でも先活〆切ります

①夕食は御馳怠のこと ①入場券渡しi佑の) j は随意修11入場のこと

会勢委員長 浅 沼 猪 之 吉

謹 ん で 新 春 の 御 祝 詞 申 上 げ ま す

会員各位の j佐々御繁栄と街1m: 勝を祈り併せて会員{ 出1J I 1 兵の{ 山本会の発阪に ーj醤の御協力を

お願い致します。

昭 和 二 十 八 年 元 旦

社団法人 日 本 建 築 協 会

理 事 会 一 同 事 務 局 一 同
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創立35年記念事業後援申込芳名

前号掲載後御申込を受けました芳名を列記し深甚の謝意を表 します。 f南米だ御申込洩れの各{ 立に対して 、この際応

分の御協力を特にお願い致します。

昭 和 27 年 12 月 泊 目

記 念 事 業 委 員 長 資 金 部 長 束 畑 講 一

申込芳名並金額( 申込受付}I慎)

青 盛 建 材 株 式 会 社 殿〈広島) 5，0ω 7仁
τs土zf  

勇 太 民E 散 1，000 

谷 }fI 政 夫 殿 ( // )  500 滝 邦 殿 -1，000 

益 尾 長 雄 殿 印。 浜 口 Eム 殿 300 

崎 修 殿( 京都) 1，000 宮 崎
一

之 助 殿 1，∞o  

株 式 会 社 ミ ラ ノ 工 務 庖 殿( // ) 10，∞o  根 1孝 坦 蹴 加。

中 央 建 材 株 式 会 社 殿 3，000 佐 蕗 太 殿 1，500 

株 式会社 広 瀬 清 三 郎 商 f占殿 10，000 
鈴 木 幸 殿 〈東京 ) 1，ω o  

福 島 産 建 工 業 株 式 会 社 殿 5，000 岩 田 勝 巳 殿〈中国) 1，ω o  

株式所会殿社松田平田設計事務所大 阪出 3，000 山 崎 敏 夫 殿 300 

鷲 尾 JL 民R 殿 1，000 
張桜 物 産 株 式 会 社 大 阪 支 庄 殿 1，000 

奥 大 蔵 殿戸
5∞ 橋 本 政 殿 500 

中 す{ 誠 民日 殿 1，000 
小野田 セメント 株 式会社 大 原支 庖 殿 10，∞o  

高 村 勝 民主〈中国) 1，∞o  青 木 照 平 殿 10，000 

織 本 道
一

民E 殿〈東京) 10，∞o 伊 事長 久 治 殿 10，000 

国 ロ 成 光 殿 回 0
本 月 分 計 ￥ 90，9ω 

以 上 〈自11月21日 至l 2月 20 日〉

J I¥豆島内海町章( マーク ) 懸賞募集
詳細は本文22頁参照の事

「こ れ か ら の 住 宅 圏 集J 出 版

記念事業のーっと して南海羽衣の一円地に建設展示せ し、新住宅28戸並l ' &j ，t 募集した新時代の住宅設計入選佳作図

案20余磁を B 5 版 約80頁におさめ優美鮪袋な図が出来ました。ーは優秀業者z7社が競うて設計、実際に建築出品され

たもの 、ーは新時代の理想住宅祭として一般にH評を博 している。

一部定価 ￥ 200. 00 ( 会員一劉ジ1 ) 送糾 ￥32. 00 

建 築 講 座 頒 布 お 知 ら せ

本会JIlIi.記念、として先般来各地で開催しました諮首会のテキスト御希笠の; むにお頒け殺します。

内容及び価格 新権法( 港酒、新興* 偽造、振動打、フロツタ建築、コγ タリート等)

材 料 ( 最近の建築材料の動向等) 住 宅 ( 住宅の新 しい傾向等)

判 174頁 1冊につき送料共 ￥200. 00 

新刊パンフレツトrアスフアルト防水とセメント防水工事J

一郎定価 ￥印. 凹 〒￥8.凶 但し会員一官官 ￥50.佃

新 刊 パ ン フ レ ツ ト 「衛 生 工 事」

一部定価 ￥1凹. 叩 〒16. 凶 但 会 員 一 部 ￥90.佃

申 込 朝日ピノレ事務所叉は天神腐分室

以 上

日 本 建 築 協 会 事 務 局



新 春 所 感、

まEに我国は国家独立後の初めての新泰宏迎えるのであ

りますが、我が日本建築協会) こ於 l'! ましでも、日乍昭来. 1 27

年の創立論35年と云う記念すべき年を送り 、更めて希望

に充ちた新発足をなすべき年の新春を迎える事となった

のであります。

我日本建築協会が、英組識を改めて建築界各般の部門

に属する人土を網羅するものとし、技術、施工、管工、

電気、材料の諸部門を設けて会の活動を開始致しまして

より既に 3年、其閥次第に内容も充実し、各部門夫J t 夫

れの活動も次第に盛んになりますと共に、部門tlI Jお五の

連紘親和も漸次に緊密となり、極めて健全なる発達を

なし、国家社会Yこ貢献する処多くなりつつある事は誠に

悦ばしい次第であります。

終戦直後の我国の建築界と、七ヶ年を経過した今日の

建築界とを比較して見ますと突に隔世の感があります。

過去半世紀に瓦って、我国. 民の勝れた智性と技能とを以

て習然して来た建築各般の技術も、秋界大戦の空白と、

戦後の混乱のため、一時lよ殆ど絶望と思わるるまでに潰

滅したかの感があったのでありますが、率にして最近数

年の聞に次第に旧に迷り 、ーl到に於ては新なる進歩を与

え見せて: l id.:: のであります。又都市に於ける建築の感な

る事、住宅復興の急速なる事{ 川上界に泌たるもがあると

考えるのであります。

昨』夏、私は、短時日ではありましたが、欧米に旅行し

建築の状似合悦察して来たのでありますが、我固に於け

る程、建築界か段娠を極めて尉る凶( よ{ 山に昆られないの

であります。

竹 腰 健 造

戦捷国である英国に於てすら国家資金の使途に極めて

敵前なる統制があって 、資金は主として版業方面に向け

られ、 200務員日ち手Jl t{約20万円以上の建築山悉く認可を

要する司王に規制されて居り 、都市に於ける建築は突にg

A たる右様であります 凶勢の隆盛を誇る米国に於ても

昨年再軍備 ｾＮｉ ・割による軍要資材の ＧＲｈ 凶制か施行せられて

以来、新に計画せられる都市建築は少し今日建築界を

賑わして居るものは殆どそれ以前に計画せられたもので

あります。共他の諸国に主つては、社会福祉を目的せる

アバートの建築又は工場の外は都市に於ける大建築は殆

ど皆無と云っても過言ではある まいと思います。また欧

米に於ける此状況に比すれば我国の建築界は最近数年間

非常に恵まれた状況にあったと恩われるのであります。

或は戦前、我国勢の隆盛であった時代に於て も建築界が

斯くも政娠を見た時期は稀で・あっただろうと恵、われます

翻って、我経済界の現状を見ますと 、戦時中及び戦後

の物資不足の時期はもう過ぎ去りました。英主主白時代の

不足物資l . t 補給せられ、現在は漸く製産過剰の時期に入

りかけて居ります。加之、高賃銀、荷物価の結果として

愉出の不娠を来しつつあり ます。輸出によらざれば存立

が危ぶまれる我l認の産業界は次第に国英語なる地位に陥っ

て行くのではないかと危憾せられるのでありますが。我

経済界の昼昼夜は l立接建築界にも影響する処が大でありま

しょう、今後資金が産業方面に流れて建築方面を潤す予

俗が無くなった来ると、我建築界も過去数年に於けるが

如き繁栄を期し難いのではありますまいか。我等は今日

より、過去の安易 ｬＱ に ｾｲｾ れず、大に笹戒せねばならぬと思

います 。 然し我凶に Ｑｾ ては戦災によって失 っ た建築の面

積が、諸外凶より多く、 j主未だ之れを1 t I i うに足る丈の建

築は 出来 て ｪ 討りません。住宅問題の ｾｉ ｉ きは、前 途ＱＧ ＴＱ ＱＦＱ し

の感があります。叉朝鮮問題等による特種な成境に置か

れても尉ります。止t等の点から来年もそ 4こはくの繁栄を

JUH与するよII も山来ましょうか。然し( I 1Jれにしても思いを

将来に主主し、一路技術の向上発展に過進して建築界の位

~、一一一

一一一ー、唱圃嗣. - -ー・圃-

全を期すべきで

ありましょう 。

( 匁ー者 H本建

築協会会五D



建築界 の過去と将来

浅 沼 猪 之 吉

鶏鳴東天紅を告げて、 ここに昭和泊年の新春を迎え

た。殊に昨秋宮中に於かせられては、立太子の大字しを行

わせられ絢に慶賀に堪えない、邦家の前途禰今光明に満

ち、 i清新の念を以て年頭に臨むものである。終戦後第 8

年日本有史以来第二次転換ともいうべき世紀的洗礼を受

けながらも、戦ちまを通じて柳力、にても社会に質献し得た

かを回想するとき、生ある喜びを新春の訪れとともに心

から感謝する次第である。

我国建設業の発生には二つの経絡がある。その一つは

速く古代に朔る、白鳳天平時代の為政岩の造営する宮殿

をはじめ、信仰、祖先崇拝の対象たる神社仏閣の創建之

に対する国家総力に端を発し、武家時代の前後よりの分

業確立からここに、武家専属の設営業者即ち普請御用と

なり、これが拡大して神社仏閣を専業とする、宮大工と

いう請負業を生み、やがて明治維新を契機として欧米文

化の輸入により完全に独立した企業形態を整えて今 Hに

至った。所謂伝統につながる建設業者である、いま一つ

は明治維新を劃して永年に亘って社会に害ぷを流 してい

た現在でいう「ボス」当時親分乾分というきずなで結ば

れた無頼の集団が、徹底的な粛正のため解散の余儀なき

に至り、これらの輩が求めた職域は服装も機具も要しな

い土方であり、配下を使役して土木工事を請負ひ、膏血

をしぼって豪勢な私的生活を営み、豆置は半は脅迫を以っ

て工事の入札に参加し談合銭を稼ぐなど、大正末期に至

るまで依然社会を奮していたところの所謂「請負師」が

それである。現在一流業者 として活躍している建設業者

は何れも伝統に生きる前者に属するもので、大阪を本底

とする大林組の先 4 代芳五郎氏が百三を立て L 東上された

のが明治1伴 7 月、初めて宮域御造営地形工事に従事さ

れ、独力大林組を創設されたのが明治2砕 1 月 ( 同社五

十年史に拠る) である。竹中工務庖の濫艇が速く中世期

名古屋を中心主する社寺建築にあり、堂ピル建設を足場

として大阪へ進出、述綿今 11 に至っている。東京に本応

を有する治水建設、鹿島建設、大成建設等皆古き伝統に

より、美しき社風を以て夫々業界に王座を占めている。

これら大先輩者に比較するにはあまりにも烏呼がましい

ことであるが、当社も古く代々奈良近在ili 郷の神社仏閣

の造営、修繕等に精進をつ r けつ L 朋治2昨一般建築諮

負業者として発足し今日に歪ったものである。

当時は未だ同業者聞で「談合J r談合取J r縄張J 等

の悪弊が限強く廷り、関治'20!年頃官に於て侠客侍徒の輩

をして正業に就かしむべく明婦を厳にした結果、彼等の

大部分は土木建築詩負業に転向した L め、玉石混濁の誇

2  

負業者は雨後の初の如く激増したが、彼等転向者は目的

が官憲の目をかすめる方便に過ぎず、 E背負工事を消化し

てゆく手腕も力盆もなく 、生活のために殺伐な気風と腕

力とを武器として濡手で莱の談合取や、旧来の勢力地減

- l ' Wち縄張内の他人の工事場で多額の念達金を強要し、

肯んぜざれば銃銀等を持出し、終には流血の騒艇に及ぶ

とし、う 言語に絶する践屋跳梁があったのであるが、大正

末期に歪り宮簸の政重なる取締により大凡そ此種の争闘

は此頃を以て後を絶った様で、ある。

然し伝統を; 誇る諸負業者はよくこれらの践屈を排撃し

日本経済更に文化の進展に順応したので・あったが、爾来

我国の国力進展と共に国家施設も旺盛となり、民間に於

ても昭治3咋前後に箆頭した、紡織絹糸等所謂繊維工業

の勃輿は工場建築時代を現出、大和田紡績、朝日紡績、近

江麻糸 、日本絹糸、尼崎紡績等幾多の大工事があった。

朋治33年消国事変次で、日露戦争を経過し大正年代に歪り

第一次世界大戦の勃発と共に我国の立場を有利に導き経

済界に極めて好影響を爾し、国力の僧大に伴い業界は空

前の活況を呈し、幾多の代表的建築物が篠立、教l網実に

我1仕の春を謡歌せしめたが、昭業l初期より同八年頃にか

けて深刻なる反動期主招来し、業者等しく非況に沈測し

たのであった。芙後 日支事変より我国は第二次世界戦争

の渦中に投じ寧関係の施設繁忙を極めたが、敗戦の結果

各界共に惨照たる状態となったことはなお脳裡に新なる

所である。

わが業界に極めて密接なる関係のある、建設業協会に

ついてはその詳しくは宛然業界の歴史を綴るものでおる

けれども、それには他に人ありと考ふるのでこ与には記

憶のま与に触れてみる。明治 41年大阪土木建築業組合が

創立され、英後大正中期全国に土木建築組合が出来て一

段と強化、よ く怒徳請負業者の駆逐に成功 したが。組合

員は一致協力 し、工事の正確、工期の厳守等を履行し内

外の信用もあったのでゐったが、第二次大戦勃発ととも

にすべてが寧国化し、. 建協力会、海軍施設協力会より

戦時建設固となり、組合は無実の存在となった。終戦と

共に戦時統制は自然僻消され、更に建設省設置とともに

業界団体は劃期的な変革が加えられ、府県単位に建訟喋

協会が設立されたのである。協会の遂営は従来の組合と

は組織を具にし、業者の指議連絡機関たるとともに政府

の諮問機関として重大な使命を待びるに至り、昨年建設

省との提携の下に別に建設業保証会社の誕生を見るな

ど、こ L に建設界の革命ともいうべき強力なる団体とな

った。

われら建設業者が日本建築協会員として入会させて頂

いたことについて一言述べて見たい。由来日本建築協会

は技術者団体として発足し、建築学会が純然たる研究機

関で実際方面に関与しないことは建設業界にg 献するこ

とが間接的であるところから研究とともに、これを突施



に移し、業界の指培機関たらしむべく創設されたのが、 陸統渡沖目下段んに工事中である。現在業界の焦点は駐

則lち日本建築協会で 、わられは単なる賛助員で発言権な ｾｬｬＱ工事 、 保安隊工事 、 包源開発工事及び共聞を点綴す

どなかった。それがついに現在の如く建設工業一 一設 る公共事業等であるが、近き将来も矢披り中心は軍事 施

計、施工、建材ーーと打って一丸と し業界必須の研究前 設 、阿 米保証条約による諸施設の実施、官源開発強化、

問機関として貫要な存在となり、昨年早くも創立三十五 { J : : 宅建設の徹底遂行等与えらる L も吏に述き予想に歪つ

周年を迎え 、数々の有事長な行事のう健施に私らも微力なが ては現下、円本のf i T ，l かれたる環境より して、成行を静観

ら協賛し住宅展示会にも出品させて頂いた次第であるo 対処するより外に方策はないと忠われる。徒らに過去を

昭和 ＲＰ 年 Ｘ 月の無余件降 ｦＩＨ から 迎合軍江 ｬｩｾ￬Ｚ 等の七年間 誇るは老人であり 、壮年は現在を誇る 、然して将来を誇

は牲て経験しない桜雑な場面が展開されたが、この聞大 るは芳年であることは古代中国の碩学ヵ・喝破せるところ

都市の復旧と共にピノレ建設時代を! 日現し、業界の一部に て‘ ある。私はこれを休して将来に就ての洞祭は 、野越気

空前の戦後景気を慣した。 ピル時代も政府の建築制限令 鋭の青年話賢の事凡に譲り 、与えられたる命題の解答は

によりー煩挫を来したが俄然公共工事か鮫出し 、これと 業界は禰々品川町I1径畠であると断じ、われらはこれに善処

。i行して住宅問題がとりあげられるようになった。昨年ー して国家興隆に寄与したい念願で、ある。

4 月講和成立前後から電源開発工事. 保安隊工事続出し ( 筆者株式会社 i如何組社長〉

更に仲間基地建設工事が異常なる活況を呈し、内地業者

一 九 五 三 年 の 建 材 界 を 思 う

伊 藤 憲 太 郎

景気沈滞に明けた1952年初頭に於ては、同年下半J切に は勿論のこと、原斜その他についても従って質的にも

は景気が出るだろうと云うことであった。そして建設工 ーーは目覚ましく、叉新製品も出る様になったから、そ

事の発注は進E主軍関係も含めて年間3000ff 1 以上と云う予 の街頭はむしろ戦前より登富となって来ている。即ち愉

想であった。然し乍ら1952年もその森からの不況は、日 入品としてはlジi/. K剤 、防水塗粉、セメント混和剤等の化

年 4 月講京1条約が発効して阿木; が独立国家として発足し 学製品 、米付 、南 洋村等の木村共の他があり 、又技術J ';

てもそのま L 秋に持ちこされて、一般的に云って今日ま 歪設備等の輸入による新製品もあれば、外国製品の換倣

でのところ、予想された微なf景気にはJぶまれて来ていな もある。即ち硬質繊維板、 アスノアノL トタイノレ 、 コ γ

い燃である。 !I リート 、プロツグ 、P ・S コγ グリ ート (コ γ グリ{

1953年はどうなるであろうか。圏内的に云っても昭和 トミキサ F トラツ F を輸入して之によるコシタリートの

28年度医家予算が決定していないし 、叉ゆ. 後嗣際状勢が 配給も始められる綴になった) 等が生産される様になっ

鋭敏に反吹する様になった日本の産業経済について之を た。 これらが最近に於ける日本の建築や土木の設計に 、

手恕することは非常にむつかしいことで‘ める。唯今日の 施工に、他の多くの新しい建設用諸機械設備の活用と相

場合予想出来ることは、 1953'4 は国内的には電源の開発 倹って新味合軍事しつ L あるが 、1953年は能々この傾向に

、計画住宅の建設及ひ・耐火建築の促進'字に対して財政覧ー 拍 ll 1 をかけることであろう 。殊に合成樹胞の建材への応

金による投資が 、1952年の場合に比べて建材の需要を閉 用は一段と盛んになることであろう 。

加するだろうと云うことです。ftll ちセメン卜 、砂利頭、 次 に1953年を迎えるに当って建材業界に於ける 2. 3 の

昨石煩その他の基礎資材は勿論、一般建材についても考 問題についてi A ベて凡たいと思う 。

え ら れ る 。 ( 1 ) 法律の間関、 建材界に於てこ L 雨 3 年来懸案とな

前記の様に今 1' 1 に於ては輸出は勿論のこと 、 H本の同 っている法律案は 2 つある。 1 つは砂利採取権の確立に

内の動向がアメリカの政策によって左右せられることは 関するもので、他は木村の肋腐処理に関するものであ

云うまでもないが、 195.2竿11月 5 日に於けるアメリカ大 る。

統領選が共和党の勝利に帰し、ア元帥のアジア積栂政策 局lil 者については砂利業界に於て19日年以来組織的な研

がどんな) l ¥¥. に展開されるかο アメリカの予算では 、その 究と法案の般道t についての額脱的危迎動が展開されて来

政策による転換ありとしても、その影響は1953年の秋と た。河川敷内国有地に於ける砂利採取織についてはて宰

云われるが、こ与 に防衛とこれに関聯する国内産業の施 政王立索中の河川法改正案に折込まれているが、同法案

設等について、建材についても新な需擦が予定せられる 中問題の水利権については、今度は関係各省聞に了解成

のではなかろうか。 って同法案は国会を通過し、従って砂利採取擦の問題 も

国内に於ける建材の生産力の回復一一それは数量的に 同時に1953年中には実現出来るものと期待している。叉

3  



国有地以外の、 fJ nち私有地に於ける砂利採取権に関する

法律案については通産省に於て右の河川法改正案に併行

して研究されているが、何れにせよ本問題は砂利業が産

業として今後発展する為の基本的事項で［ｾって、現在ド

レツヂヤー 1 隻の施設に1∞0万円を主要する大投資で、あっ

て見れば、最大 1 年位の期間で更新して行かねばならぬ

採取許可が政治的取引の対象になったり、叉採形、許可の

方針が河川管理 1 点政りで砂利業の保護育成と云う様な

ことが全然省みられない微なことでは安心して投資出来

ないと云うわけで‘ ある。法律制定までの暫定措置として

1952年9月建設省、通産省の関係局長連名を以て発せら

れた都道府県知事宛の通牒は、従来の河川管週一点張の

都道府県従来の行政方針に対して劃期的な転換を要請し

たものとして注目に値するが、これの迎用如何によって

は法律の出来るまでそれに代って、9 : ! 質的に現、状の欠陥

を補うことが出来るであろう 。

第二の防腐木村の法案は議員提出祭として1952年春、

通常国会に提案肉白骨総務会まで持ち出されていながら

遂に日の目を見ずにしまったことは何と云つでも風念な

ことであったが 、1953年には・是非共成立させて我刀: 国森

林資源の確保に役史たせたいものである。

(2)  規格の問題、 品質水準の維持向上を回途とする J

1  S 表示許可制j は昭和25年度以降 2 ヶ年半 ( 1952年10月

末現在〉で指定品目 23() 、許可申請工場約2. 700、内許可

工場L 932、その中建材としては30品円、許可工場172て‘

あって 、その内訳は許可工場の多い指定品目 )1院に (1)  

セメント瓦の101工場 、 (2) 厚司! スレートの 67 工場、

(3) 泊性慾料の39工場、 ( 4) ワイヤーヲスの36工場、 ( 5)

メタルラスの25工場、 (6) 石綿スレート の24工場等であ

る。 1953年に於てはこれら指定品f I は追加せられ、許可

工場数も僧加することは勿論のことである。喰問題はこ

れらの許可工場が必ずしも J 1  S 表示製品の生産を行わ

ず、需要にまかせて悪くても安いものを製造し版売す

ることである。勿論これは違法ではないにしても J 1  S  

表示許ー可制度の目的に副わないのであって、この場合に

はr r J 1  S 表示許可工場』は徒らに悦聞を誤鷹化す看板

となるのみでなく、他国真商闘に J 1  S 表示殴品のみを

生産する業者を脅かす結果を招来するものである。 この

様な場合 J 1  S 表示許可の返上論まで出た業界もあっ

た。後述の如イこれには買手の側に立つ設計者や建設業

者の J 1  S に対する絡段の協力が要請せられる。 ともあ

れこの J 1  S 表示許可制度は遂に一般に認識せられて来

て、工場としてその表示許可を得なければ損だと云う考

え方が出て来たことは喜ばしいことである。1953年には

指定品目、許可工場の増加に並行して J 1  S 製品の使用

を常識化することを促進したいものでえる。

(3)  建般業者と建材業者との間の取引の是正、建材は

云うまでもなくその; 需要先は、輸出の場合は別として、普

通は建設業者である。稀には官庁等で・建設発注に当って

村斜支給とする為 、建材を直接買上け' る場合もあるには

あるが極めて稀である。戦時中及戦後、軍及特別調達庁

は大口に建材を直接買上げてくれた。このことは建材業

者を大い fこ喜ばせたものである。何故であるか。これに

は建材業者か価絡の点、て、有利な場合もあったかも知れな

いが、何と 云っても支払が早くて確実であり、その上その

受注を見返りに融資の途もつくと云う点であろう。由来

建材業者はお得意先の建設業者に隷属するものとせられ

ている。蓋し建材業者の[ 1 11廃はーにその取引先である建

設業者に依存するからであろう。建設業者が建材業者に

対してあまり無茶な値切り方をしないで、しかも支払を

よくしてくれるか否かは建材業者にとって最も軍大な関

心事であるの然るに現状では建設業者と云うものは建材

業者や下請の犠牲に於て遂事者されている場合が可なり多

いのではなかろうか。企業運営はもとより、その合理化

や建材の規絡化の雄進の如き行政の成果にも関連する軍

要な問題が 、 ｉ 耐を間 ｊ 安建設業者の無 Ｎｾｦ ￆｊｬｪ干の 為 に阻害され

ている場合が1+ セあり得る。施主と建設業者との聞の取

り| の改善については業者は勿論、主管官庁= である建設省

に於ても建設業審夜会等で考究されている僚であり 、そ

の結果として今度の保証会社も生れたのであろう 。 この

会社の出現によって樹撲者以どれ丈恩恵を受けること

が出来るでまbろうか。建設業者と建材業者の聞の取引の

正常化一一それはとりもなおさずその民言化であるが、

保証会U:の出来た機会にこの問題の解決に一歩て、も前進

出来れば幸と思っている (Z7. 11. 16)  

( 筆 者 社 団 訣 人 日本建設材料協会理事長)

惑絡徹也2回 Z22砂僚の庖
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創業凋年古い歴史と新しい技術

i説 法16fiiiizi) 請負

雲 喜 美 素 工 業 所

大度市東区瓦町ｻ堺筋Ｉ三和ピ月三階電 ｊｴｩｾｉＱｩ ｀Ｕ ＸＸＸ 寄



構 造 問 題 1952- 1953 年

鷲 尾 健

与えられたこの表題に対して 、残雪判m造学界の今日の である「地悠」とは、プツチヤに湾統に考えることは出

研究開E買がどんなものであるかというようなことについ 摂ないのアはないでしょうか。

て巾上げようとは思っていません。この協会誌の読者諸 話が大分脇治に外れましたが、フーメン 珂論の精密さ

Eまには、もっと切実な『構造問題』があるはずですし、 と、突限の建築物とを 、静かに謙虚に見比らべて見ます

編集者もそのお積りだろうと思うからです。 また一方、 と、上の様な訴論も出て来ます。構造投{ 将から見ますと

私の最大関心事も、この頃は、午界だけの問題よりも、 Ｗ ー メン 乍は、 ｾｉｊ から離れて行く幼稚悶児みたいな所は

学界と建第現場、研究とヲミ隙の悶" 引? にあるからですυ ないかと L 、う訳です。勿論これらの議論の根底には 、学

それで、彩、は 、俗腿ながら 、これら IFljIf造問題』に関連 問と技術の関係というむつかしい問題がありますが、し

して私見を市上げて、諸賢の御批判を仰ぎたいと思いま かしいくら精衝な計算をしたとしても 、一事始の出発点

す。したがって、これは必ずしも、 1952年から1953年に である f df ! : r ，初切り' イマイだった り、 コング リ{ ト強度

かけてだけの問題ではありません。背から判っているこ がいくらになるのか判らなかったり 、土の J:f l がサツバリ

とですし、同時に、何時も変らぬ問題です。 しかし、こ 判らなかったりしたら、 折角の約絡な途中汗1・11も何を し

れらを向覚しないための、または、ｾ［ｦ ｬ って知らぬ絞りを たのか、刊らないことになりましょう 。私は、最イ中艮度、

しているための宮が、だんだん越しくなって来て 、見逃 この意味で椛造技術のパラシスを問題にしたいのです。

せなくなっているために 、今日こそ 、今円の問題だとし わかりやすく申せば、精密度のパ ヲンスを保つことで

て取上げてよいかと思われます。それで収上げる決心を す 数怖を取吸う時には 、必ずその誤差叉は正確さを考

した次第です。

X  ×  x  

その第 1 は、今円の構造技術はパランスがとれている

かという 問題です。構造中休の骨組についての理論は1万

世間なものが出来て居り、 i <7i 1性理論は既にゾi¥，、。塑性理

論を取入れるべきだと 。J といわれています。 また 、シ

ャーレその他の新しい構造形式が考えられ、その理論が

発展しています。基礎工法の' i f r 了ーモも、いくつか実現し

ています。その一方、地盤のj影湾はどうなのか、慢があ

ったらどうか等と考えますと 、わからない 、また、わか

っていても十分でないものが沢山あります これらの姿

を見渡しますと 、私は J ; . ンエン長蛇の列会している幼稚

闘 l尼の述足を想い出し ます。これでよいので しょうか。

;t.l、の専門は 、ラーメンです。それで、ジーメンのこと

でよく相殺を受けますが、その時逆に私の方から 、ラー

メン理論の偏電や鵜存みはやめて下さいと反対します。

もっと大事な事が落らてはし、ませんかと 。私は 、この頃

何時も考えるのですが 、私共は何の疑もたE く、建物を土

地から生えた木のように考えていないでしょうか。 これ

はｯＯ ｊｾｬ 命階造の立場からです 。 ラーメンを解いて府造ー設計

をする場合のことです。大抵は栓脚間定のヲーメ γ を解

いて、こんなラーメｾｾＺ考えていることに疑を持たない

のではないT しょうか。私は 、この頃の、所調ピ J レ建築

等は、 「生えた建築」でなく「置かれた建築」と考える

べきだと思います。ヲーメンとしては、 地下等の地下構

造物と同様にに考えるべきだと思います。 少 く と も 、

「生えた建築」でなくて、地星空に 「突 きさした建築」伎

の所てはないかと思います。人工の建築と 、天然の場所

えて、そのパ 7: -' スを保ちたいというのです。紡密すぎ

るものと 、大雑把すぎるものとを 、プッ チヤにせぬよう

にしたいと思います。小 さい例ですが、 ラーメン は田作: J r

で 十 分どという時 、そ の日 ｾ算の約度は 、 刊 って いるのか、

交、その精度が仙の 階造設計のそれとパ ランスがと れて

いるかという事をi- T. XJ : すべきだと L 、いたいのです。この

意味で椛造技術のパランスというならば、むしろ、誤差

問題といった方か通りがよいかも知れません。和、共研究

{'j' 間にと っては 、E塁。; 命侃前に陥るな 、実用されるl &怖 を

問題にし 、その誤差問題にn : nせ よと L ヴ カ が 、現今の

大切な問窓である ことが身にしみて感じられましょう 。

x  X  ×  

第 2 の問題は 、設計技術と現場技術の問題です。設計

技術は 、現場でその通り央現さ れ ることをむ じ、 少くと

もその期待の上に成立しているといえましょう。良心的

な設 ｾｉ 煮の思い通りにやって呉れるようにする設計だと

いえましょう 。 しかし、設計者が、たとえ現場技術に通

じて民り 、可能な設引をしたとしても 、必ず現場で突現

されると L 、う絶対の保証は何処にもありません。こ L に

設，i I 監PJ l と施工とを対立関係に泣かうとする考えが出て

事長ます。そして 、十分な監理によって、設計者の窓途の

通り宍施される 1筈になっていますが、実際はどうで しょ

うか。その通りにはならないのが常識ではないて'し ょう

か。現場コングリートの試験もしている。 何もしてい

る。だのにこんなポをいうのはケ シカノメといわれる諸

賢もおありでしょう 。私は 、そういわれる御気持もお察

し出来るのですが 、建築界のために 、謙r. WJこ、事実を事

実として認めて 、ほんとの解決策を考えたいのです。そ
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のために、敢て、こんな事を響く決心をしたのです。事 法で俳けるようになったのは、昭和10年 ( 1935年) 頃の

突と しての記述が拙し、のならば、理窟として聞いて頂い ことで、私のいました専門学校では 2 年の前期にこれを

ても、筋は通っている事を信じます。い L かえますと、 教えていました。それなのに、今なお、不規則ラーメシ

実現を「期待する技術」である設計技術と、それを「突 を解くのにはどう した らよいのか等との質問を受け、叉

現する技術」である現場技術との聞には深淵があって、 、ラーメンはムツカンイとの声を聞きます。ラーメシは

必ずそのま L 結びつくという絶対的な保証はないだろう ラジオみたいなもので 、解くのは、 ラジオで音楽を聞く

ということ干すo " 、くら氏理を厳震にしても抜け道は次 位容易なものだとは私共の持論なのですけれど。 この 1

々に工夫されて行き、出来上った建築を正確・迅速に重量 つの例を見ても、構造技術の研究商と実施閣の隔りの大

定出来る、完全な客観的診断技術が完成しない限り、 「 きい事がおわかりでしょう。諸賢は私などよりもっとも

期待」と「実現」の喰違いをそのま与に逃げようとする っと痛切に感じて庖られるかも知れません。叉、現場と

抜け道を絶対に作らせないということは出来ないでしょ か突務とかに関係して居られる方々の中には、私共研究

う。こ与に、技術的良心の問題が出て来ますし、一つの 機関に籍を置く者よりも、研究的に進んで居られる方も

「建築J の中で、 「設計」と「施工」を対立させて考え おありだとは恩いますが、大勢は、やはり、現場技術が

ないで、協力する両輪として理解すべきではなL 、かと 一番連れて居り、研究はそれぞれの方面で進み過ぎてい

いう問題が出て来ます。 私 が こ L にこれを取上げま し る位だと申しても過言ではないと思います。 日本建築学

たのは、こうすべ しという僻決策を提案するためではあ 会では随分色々と構造計算規準とがその解説書とかを出

りません。解決すべき目下の大問題であることを 、諸賢 しているのですが、新しい技術という程でもない既に常

に認めて頂きたし、とし、うのでらります。私共のような学 識化している技術が、案外普及していないように思われ

校・研究機関としづ狭い ｉｾＺ 界に往んでいましても、この ます。 もっともっと何とかしなければならないのではあ

対立の弊害をマザマザと、私共の所へ持ち込まれる仕事 りませんか。何とかしなければならない事は、恐らく皆

を通じて体験させられるからです。何か、同じーっの建 が知っていて、なおこの状態であるというのが真相かも

築界の中で、対立した 2 つが喰い合っているみたいな気 知れません。私は、これは、職業筒導所とか、工業高等

がします。背中合せのように思います。当然反対でしょ : 学校とかの、普通下級だと思われている屈での技術教育

う。手をつないで、建築を註文する施主や社会に、相対 の欠陥も、一つの原因になっているのではないかと思い

して行かねばな らない事は 、私などが申上げるまでもな ます。例へば、音は、ラーメンは如何にもムツカ シイモ

い事です。それに、第 3 勢力である指導 ・監督官庁まで / であったでしょう。しかし、もう今は、これを解く位

が、それらの「設計」と 「施工」両方を監視せねばなら は何処の卒業生でも出来るべきではありませんか。既に

ないとなると、全く情ないといわねばなりますまい。こ 長い研究期間を経たのですから 、もう、 そのエッセンス

れは、私が、極一部の稀な惑い例を取上げているまでで 協議化してよいものが、判っている答ですし、それを低

大勢は私が案じるようなものでないことを信じたいので 学年生徒や初歩の人遼に教え込む教育法 ・説明法を工夫

すが、どうも私には安心がならないので、こ与に取上げ し、成功しているべき段階だろうと思います。何時まで

たので、す。少 くとも、新しい年の出発に当って、 「設計 も、昔、ムツカシカッタモノをそのま L ムツ カシイとして

技術」は、自分の独善を棚に上げ乍ら 、他を悪人吸いし 敬遠していては、技術の進歩は:与えられません。 それと

てはいないか、 「現場技術J は、良心を忘れて依穴許り も、ま r. その段階ではないといわれるのでしょうか。 も

さがしてはいないか、他人を自分の敵と見ていないか、 しそれが事実なら 、ラーメン学者の怠慢で、もありましょ

「指導 ・監督」は、自分の仕事の楽になる方法だけを研 う。しかし、県本は、もっともっと積極的に、定説化し

究したり、他を悪人祝したりしてはし、ないか、皆が同じ た新しい技術を 、初等の技術教育にウマグ取入れるべき

建築界の構成員である事を忘れて、お互に背を向けては だという事だと思います。 r初等技術教育が進歩的でな

いないか等と反省しようではありませんか。そして 、当 い、積右手的でない。」 という以上に、 「初等技術教育を

然私共の共通の目的である 『良い建築の実現を通じての 進歩的ならしめるような 、払共の努力が足りない。 J r初

社会への寄与』に、手をつないで進まうではありません 等技術教育の震要性が痛切に感じられていないのではな

カミ。

X  X  x  

いか。」 とL 、う事ではゐりませんかの もっと、初等技術

教育に( 織業補導所の段階をも含めて〉重点、を置いて研

第 3 の問題は、技術の普及の問題です。 これも大変む 究し、叉、良L 、教育者を多数この方面に確保しなければ

っかしい問題です。色々 な問題を含んでいますが、手近 折角の技術上の研究成果が、硯坊に反映しない、現場で

かなことから申上げましょう 。 突現する構造に表われて来ないと思います。例えば、現

ラーメンが日 本に紹介 されたのは随分前のことで 、短 場のコングリート工は一人残らず水セメント比説、伎は

形ラーメ γ が解けるようになり 、不規則ラーメンも擦角 身につけている程度に普及してほしいものと思います。
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その為には、上にも触れたように、偽造16J殺として督ぐはないかと思います内私共は、余りにも 、これま で個

及すべきものは何か、それは選択する {1耳f も大切なこと 々の研究成果にゲ γ ワタされ過ぎたのではないか、個々

で・す。技術教育の研抗者が分j f ] すべき仕事かも知れませ

んが、技術教育に参加! している数育岩の切が注目し、努

力すべきm: で もあると思います。教育者が、本務を忘れ

ないで 、研究のための研究だけに没回したり等しなけれ

ば、符必に夫現出来ることだと思います。 しかし、 ほん

とは、 ;("i" 、技術ボーの日nに最も適当な教わ! をmぴ、款でF I:

を工夫することは大変危仕事でしょう 。 デザ f ンは勿" 命

構造の教育等でも 、 彩、は、 ＧｉＧｾ 手・Ａなまむの 、 デザ ｦ ンに対

しては色彩感覚等の訪日紙、問j白こ士、IしてはFf 1科教育ftFか

ら工夫 して行けば 、安外低'γ -年て必要なを礎的ヒ γ λ (

構造的なものも含めて) を: ! } につけ主せる市が/ 1 ¥ヰモるの

ではないかと し、う気がしてなりませんそれで' 、このよ

うな初等技術教育法の主史にも 、多数のね向日な教育者の

研究を期待し たL 、と思います 叉、 fi!({J • ;;1I ;H(;/; Ij Pl tこつ

いても研究 会挺するで しょう 3 こう 37えて:‘ れますと、 1Jl;

造技術の問題は 、建築業界f . : : 1. { . . のJ知 I，j J'(ff の休系に、し

たがって、職幼構成の問胞につなかっている事が妓せら

れます 。 所初戦人をも含めて 、 ｊｬｾ し、古川 、 での建築佼 ｗｪ ［ Ｏｔ

が 、どんな栂獄でどんな併はであるのがnいのか、現在

の新学制 ・労働法規その仙の下で、や J処に欠陥があるの

か、それ( i . どうすれば改善出ーlミゐのか、こうし・ったz]i:を

真剣に考え 、対策を立てなければならは L 、段階に豆長て} . 5

るのではないか、これがU、のいわんとする所ですu - .. { コ

トに 、述廻りのようで、メ、ムツ ・'J 〆イイ上，) ; で ( j 、ありま

しよう 。 しかし、 これをや引を(j ts. ければ、 T:1、:J l<の技術

の進歩は大して笠めないのではない刀 a と以う次第ですη

x  y. ，、

のN，年造技術についての研究成果が 、次 4 に見事に目マグ

ノレシタ 出来上って行ったので 、ほんとの構造後術会見失

っていたのではないか 、少くとも 、そういえるのではな

いかと思います。

仰いの 、f;l.、 Jt 研究者の研究lこ当っても 、!riH栄のことは

いえますυ 自分自身の目先の研究j U求にセイーバイで 、

その成果の待ち望まれている tt 1:界をぶれ、後になって 、

乍問は、必ずしも 、技術や応用工学と同列 ・法統ではな

い等と苦しい w 訳を考えなければなら ない事になりま

す。 この司 f沢自身もムツカシイ大変な研究問題で はあり

ますが、たとえば学問だけに限るとしても 、大 事な根本

の立場を忘れ勝ちなことは 、彩、共木書名な者のよく経験す

ることで、何時も 、bH皮につとめてし、る所て・あります。

このような仮本の大間: mを取上げると、よく 、実現不

可拙 な大風呂ｾ政だ 、 空論だとーシユウさ れる ｉｊｲ がありま

す しかし 、% 引可能々というのにも色々あって 、一寸

した FI先の工ただけが 、実 現可白日々ものではありませ

ん ilHt : そうになくて可憾なものもあれば 、不 可能かも

知れないが 、やすとか実現す るまで努力せねばならない、

いわば迩命的な仕市もありま しょ う。 私の申上げたのは

この最後の場合のような ものだと、 Iμ ょ信じています。

一時プマカシロ' 1 ' りでは 、何時まで経って も、現場は、研

究の先端との ヘダF リを大 きくする詐りで 、下手な幼稚

悶児のｦ￯Ｇ ｾｉｊ みたいになるのではないか、だからこそ 、何

とかこの際μ 省 し努力すべきではないかと し、うのが、私

の立坊であります。

x  ×  x  

今月の rw造問題 J という 4 とから 、;i ，fj /J 込%く l殺れて 仏j に主主領をwない文章を斡き連ね ました。何回か読

しま った よう です。 しかし、ふりかえって j ι ますと 、結 み山してそ涯を加えたにしても 、私 に は 珍 し い お 下 し で

局、私iJ ，の問題は 、構造のn日々 の lii] 也よりも、その背景: す 払みずらい所はお許 し願って 、夜、の窓 のある所を御

とい L ますか、その基盤とい L ますか、そういったもつ 1
1

UCZ り照けl主宰です。

と広い大 i! tr. 問閣の1日' 決こそ急務ではないかといえるの ( 注者 大阪大学 工 浪 部 構 築 学 教 室 教侵〉
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構 造 1 9 5 2- 1 9 5 3

1952年を送って今また1953年を迎えることになった。

去年も世界は大きく廻転し、 tせは水爆時代が出現しそう

である。今年も去年と同じ速度で世界は廻転することで

あろう 。我国の建築も敗戦直後の貧しさのどん底時代を

除いて異状な速度で発達しつつある。長かった戦争中の

建築禁止状態から解放された勢のすさまじさがしからし

めるのであろう 。東京、大阪或は地方の都市に建られた

多くの鉄筋コシグリ ート造、鉄骨コシ グリ{ ト造いづれ

を見ても美 しい外装を施し、樹脂塗斜でピカピカ光って

居る 。 エレペ Ｍ ｾーは音もなく我々を 上 層へ或は下層へ

運ぶ。夜は蛍光燈が文字通り尽を もあざむき 、街路では

スマ ート な高級事が走っている。 トントシ葺の住家があ

ちらに もこちらにも作られた数年前の状態は 4 層建の鉄

筋アパートに変って来た。 まことに隔世の感である。 こ

れが日本の国の貧困時代の出来ごとである。

建築物の外観が変る様に構造も徐々に変りつ L ある。

1952年が特に変化が多いと云うのではなくて戦後我国の

建築構造が辿った道を今年も辿ることであろう 。

建築構造の発達はそれ相応の施工技術を常に伴わなけ

ればならない。 理論上或る構造法が優秀であろうともこ

れを実現し得べき施工技術を伴わなし、ならば、その良さ

を充分に発複することが出来なし、。鉄筋コングリート構

造に関してはこのことが、他のどの構造材料よりも痛切

に感ぜられるものである。 r理想的に作られたコングリ

ー トは骨材の周辺にセメシ トペ{ ス トが完全に充填され

空際、材斜の分殿、或は組織の不均斉がない。J と先人

は我々に教えるのである。叉「セメント ペーストが骨材

をE参着するめはセメントと 7. 1<との聞の化学変化であり 、

この反応には時間が必要である。 温度湿度の外的条件も

要求される。 この反応に必要な水量は比較的少量である

が、コンタリートの打込みやすいために通常必要以上の

水を使用する。ペ ーストは水のf曽加と共に稀釈となり、

その硬化物の強度は低下し:外作用に対する抵抗が減退す

る。」とも説くのである。 之等先人の教えの通り 7. 1<が少

くて打ち易いコングリートカ: 出来れば理想的なのであ

る。この目的のために多くの努力が過去久しく行われて

来た。戦後になって外国のこの方面の研究結果は主主に我

々よりも進んで、いた。それらが我国へ急速に伝わって突

行にうつされつつある。日く 、A . E コンクリート、振

動打ち等である。

コシグリート打放しのキメの細い如何にも強そうな建

物がポツボツ出来ている。1952-- 1953年もこれらの建物

が諸所で、施工されるで、あろう。権造儀式は依然と してラ

ーメン式が多い。 これは我国の特色であるかも知れな

8  

イ半 潔

い。不静定解法理論の発達、鉄筋コンクリート構造の進

歩が急ピッチに発展し出した時分に関東震災に見舞れた

苦い経験が、多くの俊秀をヲーメシ学と振動論の研究に

没頭せしめた。それから久しい問、学会の構造論文はラー

メンの研究に主流が移った観を呈したのである。今日で

も筒ラ ーメγ 解法の研究の発表が出るのはこの様な歴史

的背景が一つの原因でもあろう 。今 回実際構造物の設計

は弾性ラ ーメγ の計算に始まると云ってよい。 しかし戦

後ラーメン学研究は耐震壁の研究へ移りつ L ある。在来

ラ{ メ γ 学の範囲で、はその解法研究は一応行くつくとこ

ろまで来たと云う感じであるので耐震壁の研究に移行し

て行くのは当然であろう 。1952年も亦この様な努力が行

われて来た。1953年には更に多くの努力が費され立派な

J吹穫が得られるものと信ずる。

しかし、ラーメ γ の計算もいつまでも弾性範関内の問

題にと r まっているわけには行かなくなった。 と云うの

は我々の用うる構造材斜特にコンクリートと木材とは弾

性的だとは云い得ない性質をもって居るからである。応

力と表みは1 E 匂比例すると云う完全弾性体、その中でも変

形量: が微少な状態の力学的判界に我々の構造物をおしこ

めて置くわけには行かなくなって来た。 グリー プと塑性

変形に関する研究が進むにつれて ラーメン計算も、1 #[ 商

設計法も変更されねばならなし、。 この様な研究が1952年

も感んに行われ・て来た し1953年にも更に進歩するであろ

う。1953年の ジーノンの研究はこの段な刀商に向って更

に大きく前進して欲しい。微少変形のみでなく有限変形

へ構造力学を展け' て行く夢、それを19536f - . に突現 してほ

しい。衝撃、観性、有限変形問題は山積みである。夢は

夢として終るのだろうか。1953年中には無理だろうか。

ラーメ γ 様式の他に殻|若造が実用化されて来た。好ん

でデザイン上の理由から採用される小規模なシヤ{ レか

ら可なりのスパンのものまでが実際構造に採用されつ与

ある。その他外国と同様 Box Const ructi on が採用さ

れている。戦後多く建ちつ L ある 4 階建共同住宅の形式

で、ある。ツリ{ ブオ{ ムスタイ yレ、とラ ーメンス F イ/レ

の中間形( 広島の原爆博物館の型) 構造のものマツ シュ

ノレームス F イノレ、の広島! 恩童図書館等の型、これらも今

後盛んに建てられるであろう。戦後の新しい構造型式就

中、Box Constrnction に関する構造規準、 鉄骨及鉄筋

軽量コングリート造、コン クリー トプロッ F 組立鉄筋コ

y t ! ) } - ト造等に関する構造規準が学会に於て研究され

一応の成案を得て居ることはこの方面の実際技術家には

大きな便宜を与えるものである。

192促何に虫、ら始ま った 7. !I ストレスド ・コンクリ戸ト



に関する関心が我聞に於て1952年度に著しく高まった徴

に恩われる。 ホイヤー、アペル、 7 レシネー 、マグネノレ

等の名が実際技術者にも親しまれて来たのはごく最近で

ある 《我国にも既にこれに関する会社 IJ; 生れ生産. を始め

て腐る。東京駅の プラ ットホームの工市な どはその頭表

なものである e ピアノ線叉はl i ! ' J 銅線を用い亡コ γ ク 1) .ー

トにＡで縮を与え構造断面に ｾ ｭ 長を生じ ｦ よい ｴ 誌にする者想

の実用化時代に代って来た。諸外岡に上ちしてその実用化

が遅れているとは云え 、それだけ急速に発展すること k

思う 。 プリテンション或はポスト ・テンシヲンと云う言

葉がピーム ・ジョイスト等の言葉と同伐に突際技術家に

潟しまれるのは1953年に於て特に著しくなるであろう 。

我々 fi プリストレスドコ γ タリートの性簡を在来鉄筋コ

ンクリート或は鉄骨と比較して考えることが》いが、木

造と比較して7命じている学者も居る。 これは注1 "1す べき

見方であって、プリストレスド ・コ :.--!f リートの務板或

は小断閣の告発村は電景も 強度も木材にJ- I J 肖し得るねの科.

能をもって居るο 都市不燃化間関ーが附しい折柄 、不自尊; 村

斜として木村に代るべき村斜をプリストレス ドコ γ グリ

ートに見出す三とも不可能ではない l、そこに軽備造不燃

建築えの新しい夢がwる 1953年度に{ まこの方商の研究

及び発展を望みたい。高強度鋼の使用はプリ六 トレスド

コ:' --9 リー トのみにとピまらない。通常の鉄筋の高強度

化、 それに伴う亀裂発生の防止と異明鉄物の使用による

附楕強度の噌強等乙の研究は今年度にi住民するものと思

う。

期性を考慮した鉄筋コ ンタリ 戸トの研究、プリストレ

スド ・ コンクリ ｆ トの研究の Ｈｉｉｾ 特に我Ａ将に於し 、て戦後研

究され11:¥し たものにフレコンカ、ある 部外岡ではプレ J

ｙ の研究及び突施は ｪｾ に椛んである わこの Ｉ ｪ ｬ 百 ｩ はもっと

もっと研究さるべきでは危かろうか ソーロ ッタ建築も戦

後のー特 徴である。 これをプレコンの中に広く包括する

ならばプ レコ ンも様んになった コ鉄筋を入れた プレコン

はもっと発達さる べきだと思うっ以上述べた諸事項に関

するヤ会に於け‘ る関係論女合春秋の二川の大会について

ひろい上げてみると次の様である。

B o x  Cous t r uc t i on に関するもの

場式鉄筋アメ F トの振動実験報告一一右翼尾義貫

シャーレに関するもの

不脅事定疎般について 根尾奨貫

シ リングー シ 十一レの突験的研究 グ

メラポリッ夕 、ハイバラポロイド

凶lt反屋根の変形 坂 静 雄

A.  E. コンクりートに関するもの

A. E . コγ タリートに関す る研究 狩野容ー

浅間際怪石コング リー トに対す る

A E 剤効果の突験的研究 浜 田 稔

コンクリートの終局強度及び異型鉄筋に

関するもの

鉄筋コ γ タリートラーメンの塑性応力

樹 す 魁

繰返 し応力をうける新形異形鉄筋

紙ずの耐力 武 藤 消

ドtili 応力度と亀裂の幅 加藤六美

鉄筋 J ンタリートの終局強度型

実用; む|式 大崎順彦

コシグリートの4嫡 に よ る

開 ＱＱｾ 警の応力について 松井源古

鉄筋コンタリート村の終局強度形

l折l面決定秩 粕j 村 総

ブレコンに関するもの

プレコ γ 住の強度討験

7・レコン事長の突大試験

プリストレスドコンクリート

山首 ｩｦｬｾ 造えの元応力コンクリートの応用

大 石健 次

回辺平学

河 合三郎

ラーメンに関するもの

短形ヲーメンに於ける剛械の影響 鷲 尾 健一

布i基礎を有するラーメンの計算法 浅野新一

その他 平見、技長、安点諸氏の研究あり

不規則 ラF メンの機械的解法 二見秀男

応力法と変形法を併用した ラーメンの

機械的作表決 斎Tii 謙次

無限級数の形をとらない始元系解法伴 潔

矩形フ { メンに於ける梁剛比変化の

影i容について 鷲 尾 健三

円孤材会合む袈構の引 ｾ ｴ に就い て 平 見静夫

多辺形檎の連続性について 角田軍事千

特 許 武 智 式 鉄 筋 混 緩 土 tJ t 基礎工

特 許 自信三角型鉄筋混凝ごヒ.j : tf. i基礎工

測量・地質調査・地耐力測定施工

特 砂 利充江誌 に よ る 特 殊 施 工 法

長 支持力強大。工事迅速。 工費低閥、

株 式 会 紅 武 智 工 務

取 締 役 社 長 編 留 並 喜

大阪市西区西長姻北通四丁目篭O 細野ピル三六号

電 話 新 町 @ 九 九 五~ 九 九 八 番

キ定

潮

岡

市

茨

防

地

蹟

ピ

土

実

及

盛

る

寄

上

り

明

昼

間

於

呈

税

/

仁

進

所
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5単塑性 ラー メン の極値定理

豊富に関するもの

蜜体応力の光弾性突験

耐震壁の研究

I! 

小野 蕪

二見秀男

小倉弘一郎

武 藤 治

任意の関口を有する壁体の応力分布 竹内感男

高照建築の耐震性 谷口 忠

壁休を有する建築物の実用計算法 蛭田捨太郎

ラ{ メ ンと壁体 坪弁善勝

また最近の外国誌に掲載された プレコ シ、プ リス トレ

スドコングロートに関するものは次の様である。( 表中

には1951年のものも 多いが最近の傾向を知るために記載

した。)

P R E C A S T  C O N C R E T E  

1. Huge ar ched roof s bui l t of  precast  uni t  

( 46/47 J anuar y 4， 1951. E NGI NE E RI NG 

NE WS - R E COR D)  

2.  S. B.  Robert :  Sandwi ch wal l s pr e回 st for pul p 

mi l l  

(32/34 Febr uar y 32， 1951. E NGI NE E RI NG 

NE WS - R E COR D)  

3. Precast i ng cut  cost  of  hospi tal  

(39 Mar c h 8，1951. E NGl NE E RI NG NE WS -

R E C OR D)  

4. C ost cut  i n offi ce bui l di ng desi gn 

σ8/30 J une 7， 1951. E NGl NE E RI NG NE WS -

R E C OR D)  

5. Precast  br i dge save state money  

(4. 0/41 J une 7，1951.  E NGI NE E RI NG NE WS司

R E C OR D)  

6. Precast  sl abs sol ve bri dgerepai r headache 

(26 J une 21，1951. E NGI NE E RI NG NE WS -

R E C OR D)  

7. V.  R.  Gor ham:  Precast  sl abs ma k e  l ow coet  

bri dge 

(37 Oct ober  4， 1951. E NGI NE E RI NG NE WS -

R E C OR D)  

8. Houses cl osed  i n fast wi t h precast  wal l s 

(30/31 nov ember  15， 1951. E NGI NE E RI NG 

NE WS - R E COR D)  

9. L one star c ement  corporat i on:  A n  Id色a wi t h 

a  future.  Panel  const ruct i on of fers wi de r ange 

of  possi bi l i ti es 

(20/ Dec ember  6， 1951. NE GI NE E RI NG 

NE WS-R E C OR D)  

10. Lesl i e A  Irvi n:  Li ght  and heavy wal l s precast  

for f actorys 

(35， Dec ember  1951. E NGI NE E RI NG NE WS -

R E C OR D)  

11. Precast  wal l s speed def ence pl ant  

(38 J anuar y 10，1952.  E NGI NE E RI NG NE WS -

R E C OR D)  

12. Here' s a  steel 回 vi ng sche mc  ... ... Precast  

concret e pi l es wi t hout  steel  

(4.4  J anuary 10，1952.  E NGI NE E RI NG NE WS司

R E C OR D)  

13. P. M.  Gr ennan:  Precast  sandwi ch wal l  ma k
e  

∞
st t umbl e 

(34/36 J anuary 24.  1952.  E NGI NE E RI NG 

NE WR R- ECOR D)  

14. R.  Nei l  Chr i st y:  Sandwi ch wal l s precast  on 

rol l i ng f or ms 

(30/31 J anuary 31. 1952- E NGI NE E RI NG 

NE WS-R E C OR D)  

15. Under gr ound garage wal l s bui l t l ast 

(30/31 Mar c h 6， 1952.  E NGI NE E RI NG NE WS-

R E C OR D)  

16. Some  ne w wri nkl ess on panel  wal l s 

(58/61 Mar c h 20， 1952.  E NGI NE E RI NG 

NE WS - RE CORD)  

17.  Precast  panel s encl ose skyscrapers 

(67/68 Apri l  24.， 1952.  E NGI NE E RI NG NE WS -

R E C OR D)  

18. Pi er Lui gi  Ner vi :  Thi n rei nf orced concret e 

member s  s or m Tur i n exi bi t i on hal l s 

(26/31 J anuary 1951. CI VI L  E NGI NE E RI NG)  

P R E S T R E S S E D  C O N C R E T E  

1. Ri gi d- f rame bri dge of  prest ressed concret e  

(35 Mar ch15，l 951.  E NGI NE E RI NG NE WS -

R E C OR D)  

2. Prest ressed beams  wi t h bond 

(42 Apri 112， 1951.  E NGI NE E RI NG NE WS -

R E C OR D)  

3. Concret e prest ressed i n t ensi on 

(33 Ma y 3，1951.  E NGI NE E RI NG NE WS -

R E C OR D)  

4. Si mpl e prest ressi ng syst em for pedestri an 

bri dge 

(40/41 Ma y  10， 1951.  E NGI NE E RI NG NE WS -

R E C OR D)  

5. Concr ete-bl ock l i ght house 125ft .  hi gh pr est -

ressed wi t h vert i cal  cabl es 

(47 Ma y  31，1951.  E NGI NE E RI NG NE WS -

R E C OR D)  

一一一 sss プラスター 一一一

(純 石 膏 性 〉
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6  Prest ressed roads f avored 

(46 J une  28， 1951. E NGI NE E RI NG NE WS -

R E C OR D)  

7  P  W Abel es:  Here' s an answer  to  ・・

Ho w muc h prestress ?  

(32/33 J ul y 5， 1951.  E NGI NE E RI NG N E WS-

R E C OR D)  

8. Fi rst  prest ressed pi l es carry t ank pl at f orm:  

J ohn J. Parret  

(38/39 J ul y 5， 1951. E NGI NE E RI NG NE WS -

R E C OR D)  

9. Wi de i nt erest  i n pr estressed concreぬ shown

by  a  att endance at  MI T  meeting  

(24/25 August  23， 1951.  E NGI NE E RI NG 

NE WS-R E C OR D)  

10. Novel  prest ress desi gn f oτof f i ce bui l di ng 

(38 Oct ober  18，1951.  E NGI NE E RI NG N E、.vS-

R E C OR D)  

11.  Prest ressed  bl ock beams  span 45 f t  

(30/31 Oct ober  25， 1951.  E NGI NE E RI NG 

NE WS - RE CORD)  

12. Prest ressed roof  beams  get  first U.  S. t ryout  

(32 Oct ober  25，1951.  E NGI NE E RI NG NE WS -

R E C OR D)  

13. Teachi ng of pr estressi ng 

(65 Nov ember  15， 1951.  E NGI NE E RI NG 

NE WS - RE COR D)  

14. Cas t- i n-pl ac巴 coucret e br i dge beams  prest r -

essed  

(42 Dec ember  13， 1951.  E NGI NE E RI NG 

NE WS - RE CORD)  

15. Pr estressed  bui l di ng gi rder  save st eel  

(28 J anuary 3， 1952.  E NGI NE E RI NG NE WS噛

R E C OR D)  

16. Prest t essed cross-braci ng sti f fens l ock gat es 

(49 J une 1951.  CI VI L  E NGI NE E RI NG)  

17 Leo H.  Corni ng :  Wh y  prest ressed ∞ncret e? 

(41 Oct ober  19⑤1. CI VI L  E NGI NE E RI NG)  

18. Di scussi on of Desi gn of  Prest ress企d T ank  

(Publ i shed in Oct ober  1950)  

( V01.  77 No.  D -37， Nov.  1951.  P ROCE E DI NG 

A .  S. C.  E. )  

19.  Equi val ent  Load Met hod for Anal yzi ng Pr e-

stressed Concr et e S tJ. uctures.  Rober t  B.  B  

Moor ma n 

(405/416 J anuary 1952.  } OUR NA L  of t he 

A ME R I C A N C ONC R E T E  I NS T I T UT E)  

市街地ピノレ施工上、竹中工務庖が日活国際会館につい

て吠阪駅前の第一生命ピルの潜函工法に成功したことは

施工技術の研究に立遅れている我圏の現状に於いては注

目すべきことであり 、この工法がアメリカの技術界に日

本の施工法に関して関心をたかめた ことは慶賀すべきこ

とであるo

以上構造195. μ19日年と題して記したが木造及鉄骨造

に関してはふれなかった。資料を集める時聞がなかった

ためでこれに就いては説者 の御寛容を乞う 。

19明 年がそうであったと同様に本年も戦後の外国技術

の殴枚同化、 発展と在来から研究さ れて 居る諸事項の発

展がめまぐる しい速度で展努してゆく ことであろう 。

( 俸 者 神 戸 大 学 工 学 部 教授〉

53 年 度 の 建 築 教 育 に 望 む

今円の学後教育にとって 、大きな課題となっているも

のは 、教育の刀法を 、従来のアカデミッグたやり方 ( Ac

ademi c St yl e) から 、職業教育的な方法 (V o岨 t i on:l l S  

tyl e) に変えていこうと いうこと である。

学校の教育方法が学問の系休にそって知識習得本位に

行われる ことには深い 月五 史があり 、 こｦＺｾ三にとっても大企

なみりよくでもあった。 そ して学校を卒業することがあ

る資絡の獲得となり 、 弱ｽｻｾへの有利な糸ドｼニとなっていた

ことか ら考へでも 、

得するに役よつように行われて来た別出てーあったことも

認められる。従って知識を尊重し 、主主間の1設をj白い求め

る形式に於て教授されるアカデ ミツグ伝教育が行われた

中 野 順 次 良B

ことは当然の結果て・あった。

斯 くの如き時代に於て は 、社会もまたこ れに応ずる状

態にあったのであって 、大多数の市民は学校教育を受け

ることのない 、或は極く僅かの年限しか受けていない人

々であった。その中に、深く広し唄職を習得 した、いわ

ゆるイ y テリ階級の小数の人法があって、大衆指導の地

位につき従って社公的にも主要な立場に霞かれる に至っ

たのて・ある 。

この様な社会} こ於ては( 未ど文化水準の低い時代3 学

校教育が貴重なものとなり 、或は特別の指務者層のため

の教育と して成立つこ とは当り前の話して、ある。従って

一般市民の子弟も 出来ることなら 、斯 くの如き学校に学
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ぶことをもって光栄とする ような傾向となったのも無理

のないことである。

こんなわけで 、 日本の教育も明治から大正と僅か 1叩

年足らずで急速な進歩と発展の一路を辿って来たもので

ある。 6 ヶ年の義務教育の上に中学校、高等学後、大学

と大多数の国民の:希望を充すに足る学校教育施設が拡充

され るに至った。

そして遂に小学校は一般国民の水準を定める教育とな

り、中学校以上は生存競争の姿そのま L に、やがて社会の

指噂者たら ん とする者のを竜門的機関 となったのである

省みれば、かつては大多数の 、教育を受けざるものが

今日は逆の結果となって学校教育を受けた大多数の者と

なって社会を形成するに至ったのである。

このような状勢の変化を更に決定的に した ものはこ L

数年閣の学校教育で、6 年の義務教育は、 9 ヶ年に延長

された。 ( 前の中学三年ま での教育) つまり国民は一人

残らず 9 ヶ年の一般教育を受けるという段階である。

こうなってみると、学校に於けるみりよくは単なる知

識の教育だけで保ち得る筈がないのである。社会状態の

変化に伴い学校教育への要求に変化の起ることも当然な

ことて・あった。

新 しい教育の制度は、これ を実施 して既に 6 ヶ年にな

るが， アメ リカ の注文があろうがなかろうが日本自体の

情勢の変化によって 、教育に対する主要求の変ることは当

然と して覚悟 しなければならない問題であった。

しかしこの変化は、既に過去数10年の学校教育発展の

中に芽生へつ L あったものと認めるべきであろう 。最早

学校は特別な、食重な人々を教育する場所ではなく、成

る可 く多く 、国民の大部分を主主い育てる場所でたければ

ならないところである。

そ して、これ等の子弟はやがて職業に就き 、近代討会

を組立てるところの定要な人途であらねばならなし、。

云はピ職業 (Vocati on) に就きよ い市民となるにはど

の様な教育が必要かとし、う 問題である。そこで学校の教

育が Vocat i onal な曲.からみて果して適当か、どうかと

批判を受けるに至ったのも当然の ことである。

建築教育といえども、また同じことで 、やがて建築に

関する職業を対象としての教育であれば、この目標に向

って 、合理的な教育方法が工夫される必要がある。

今日に於て学校は建築学を教え 、実験を試み、そして

これが建築学者たるの基礎コ{ スになるが如き教育があ

るとすれば、この方法を吏ーめなければならないのである。

或はまた 、建築教育に於ける主袈な教材が建築学なる

体系の中からのみ選ばれて組立てられるとすれば、これ

もまた妥当で・はあるまい。

然らば一体何をたよりにして行べきであろうか。問題

はこの点か ら考へてみなければならな い。建築学から離

れて建築教育が成立つと断ずるのではないが、これのみ
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に頼る教育の在り方が批判の対象となるのである 。

それならば、直ぐ役に立つ既成品的建築職業人を教育

するのかとし、う考え方も出るであろうが、これを本筋を

把んだ考え方とはし、えない。

それならば主体はと. こにほくかの 建築教育に於ける

Vocati onal  St ylc とは何をねらっているのかということ

になる。

問題飢J 決の手がかりは、建築に関する職業人がどの主義

な範囲で、どの様な織極で 、どの綾な仕事にどの綾な技

術能力で働きつ L あるかとし、う判断の仕方にあるのでは

ないか。

学校教育である以上職業如何に関係なく人間形成につ

いて問題のあることは当然であるが、これを別として考

えた場合、建築に関する主体的な職業人の教育を考える

ならば先づ第一に建築職業人なるもの L 分折から始めな

ければなら沿いと思うので・ある。

この場合、ソ聯や米国で発達した職業分析 ( J ob an-

al ysis) の効果及びこ れによって発達した技能者訓練んー

法危るものを想像するが、これをそのま L 建築教育に以

入れることは間違いであろう。

建築に於ては 、恰も機械工主主成の如き fon t he  10b 

t rai ni ngJ 式の教育とは大いに兵るものでなければなら

ないのである。

我々の手が L りは建築職業の中から教育の素材を抽出

することにあるといったが、この職業の中には消化され

た、或は消佑されつ L ある広い範囲の乍聞があり 、しか

もこれの持つ広い然体;j( よ日々進歩えの叉il 勾に動いている

とみてよ L、。

学校教育が必主要とするのは 、:Wiくの如上''{:附j の性質と

技術の鮮度或は示lムj 性で‘ なければ必らなし、。この綾な要

素を4i 1 t L L l することにより更に選} 尺と組立を適切にするこ

とにより学校に於ける建築教育の計画はおそらく模僚を

変えることになるであろう。

かくすることにより Vocat i onal St yle の万向に向つ

ての建築教育が始まるものと思う 。

こ与にJJ 、のとり上げた問題は53年から始める建築教育

とし、うのではなく、日本の笑情に即した教育の住り方か

ら割り出して 、建築教育の方向を如何に定めるかの前提

を論じたに過ぎなし、。

種々の文化的活動の中で教育ほどゆっくりとしたうね

りをもつものは少いであろうが 、それだけに基本的な考

え方は光分なる検討と研究の後に結論を得ることが大切

で・ある。

( 鎌 音 大 阪Tli 教 育 委 員 会 指 噂 主 事 )



社会人 として建築界に要求

するもの

鈴 木 淳 子

一、望 銀E

故郷広島に行くことあり 、慰霊側を弔う機会を得て、

ついて、に諸月rr をあるいて J I . . た。新しい広μ に山川の泌が

一陣銀憾をそ ｌ り、踏 む七に Ｑ ， 司胞の 苦 ｗＮｾ が泌めら れてい

る心地がして魁憐か .1員組か、えも工j えぬ1向感がこみ上

げて来るのである。尚l占筒は復興 し、官庁 ・会1・J の白霊

が並び市| 勾一円の. t L 居者は片づいたが、主ど主ぜ判!!i町一!lr時待の

E援長りで一見刷l燐鷲h民毛かと思われるもの、或はパ 7 ッグがそぎ

の康綴のま L 、敷年の歳月を経て巣く、公園指定地に、

やがて立ち退きの運命にある尉 Ｈｉ］Ｎ［ｾ が ｪ ほ後の頑狼 り を見

せて 肘る心: ど lよ大昔の{上い を:fJ! Jっせるのそうした中に 、

ま新しく山 ｊ 僚の芙乞拙いて ｬ ぷｾｻ仰がポッカリ ＵＵＴ かれてし、

る。市民の講堂が直線をがiえてその時ii?ii に検= わっている。

何分にもあれりが未だl刻々のた L ずまいもないだけに寒

々とした感じだが 11安らかに眠って下さし、過ちは繰り返

しません11 20万の霊に献げた市民の者いの象徴を心ゆ く

まで表現されるでゐろうこの- mの建設には、平和的作4

1伎がどのように災現されるであろうか。私l よしみじみ伎

術者の誠実さに加えて 、市民の良心的な協力を希ってや

まなし、。決 して殖民地的雰囲気に j - ; n‘ されることのない

ように、講堂の階段を昇って見た。未完成のひっそ りと

したもの寂しさと、冷たく闘いセメ γ トの感じは 、堅固

で安定感を与えると いうよりも、ふ と私の頭にうかんだ

のは法隆寺 ・ ｾＢ殿のなつかしさであった。然し此の講堂

の左右に閲闘を新にしたイサム ・ノグチの設計になる平

和大矯 ・新大橋は、幻想的で、あたりが殺風設であるだ

けにひどく誇接した存在にうけとられ心を惹かれた。

広島の川は澄んでいる。僑の上から川底が見られる。

そしてそれは背のとおりで・あっt.:. 'o 屍が折り買って浮ん

で居たと し、う原爆の日から七年、今は憾に静かな平和大

矯の姿である。欄干が大空に向って伸びて、はるかなる

世界に平和の歌をお くっている。新大備は謙成に伏 して

欄干の末端は罪なくして惨死した多 くの生命を地下に手

を握っている。 この辺りからの川上の展望は美 しいと同

伴の友人が注意して くれたが、成る程牛田の山を背景に

旧産業奨励館の残骸平和記念ド ームが見える。哀々と し

て悲壮抑え難し、眺めである。広島披祉にも件んてeみた。

懐ムーが1な情感が迫って 、つはものどもの少のあとの句そ

のま L である。石崖のよさが今更らのように新 しく心に

泌みる。旧西線兵場は市蛍住宅でギッシリ埋っていた。部

屋二聞に玄関と台所といった同ーのパラ ッダ で男便所が

板で取 りつけてあるのも原始的であるし、風雨を凌ぐの

みの此の住居に、うるおいをかもし出す色々の工夫はし

てあっても何といっても惨めな他しいものである。この

居住者遠の安定あってこそ広島の復興とうなづけるが、

商 白街のすばらしさのすく漢にこの生活がある。公閣指

定地と市色住宅と広い広い空地なお前途速い建設途上の

広島を凡て多くの想いが錯綜する。当時様災した友は瓦

礁の中から生き彼いた人の力のたくま しさを語り 菅に変

る畝li: の痛まし与に輿歯して私は再軍備の聞かになった

国| 肖に危棋を .i ，t : ベる。かう して;歩き廻ってみて広島が真

に将* の新しい生き ) j を しっかり 打ち建てることをこそ

心から切望する。即ら住民のあり万に してもど うあるべ

きか焦上となって一物もと r めな い広島こそ百メート

ノ レ ［道路を 始めＮＮ￭ｾ然新しい時代の感覚を基調として再起し

ていくのであるから因桜的回顧的といった消極的なもの

から庶民を向上させ女識的屈辱的な気持ちから救い上げ

て頂主たいと建築界に期待し切望する。 VJ論各人それぞ

れが問い将来を自らの手でたたかL 、とろうとする気持ち

をもつのが本当である し希わしいけれども、 Jμ .ii の生活

態度は多分にその住宅の様式によっても支配され遊蕩さ

れる梱立小屋のような大台の住いから近代的な公共物に

j } るいろいろな建築を見ることの位i来るのが広島の現状

であるが、土族雇. ! k やしもたや或は私の生家のような町

人の家といった徳川時代の面影を偲ぶものは一軒と見る

ことは出来な し、。それで よいのだそれでよいのだ。虚勢

を繰ったり肢を採り合うためにいろいろな部屋が必要で

あつに昔の位いから広島だけは完全に解政されたので・あ

る。例を生家について考えてみる と訪問者の案内を請う

場所が 6 ケ所あった。身分と製件によってはっきり区別

されて居た。本玄関、内玄関、受付その横手口、勝手それか

ら台所である。門から台所へ行くまでにくど り戸 (絡子

戸) が円つあった。それは盗難よけの戸締りのためだけ

のものであろうか。私は若い頃見聞き した色々な事から
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考え ても全く封建的防衛の方法であると思う。門から本

玄関に行 く所の戸は格子戸ではなくて大きな引き戸で鉄

板が張ってあった 、これは平常は聞けっぱなしで非常の

場合に締めるので巾の広い高い闘をまたぐことが 、子供

心にも年頃になって情活を装い新しい足袋に草履て、しと

やかにふるまうにもむつかしいと思ったものである。闘

を踏むのではないと教えられて慌たのでー一、受付は本

玄関と並んでいたが内玄関に行くまでに裕子戸があり 、

そして奥へ勝手の政台に入る所にも同絡のものがあっ

た。 こうした仕かまえは明かに向分の家、そして生活の

内怖を人にｾ， ｈ られまいためＮＨあると思う 。答 聞も終つも

あってどの部，尽にお通しすべき客人で、; J o るかは区別があ

った。決して応体の気分を尊置することが主体で 、今日

はお座敷今日は親しみ易く勝手の間というのではなかっ

た。概 して身分と要件で取扱ったものである。親戚と て

も公式と非公式で案内するのが本座敷で- あったり，この

問、 三の! 聞であったりした。御挨拶に出ることを言いつ

けられて本座敷の闘ぎわに坐ることのおどおどと緊張し

たこ とを思い出す。今はその生家が本川畔に石墜をとど

めて簸滅してしまったので、ある。それでよいのだという

のは原爆の功績をた L えるのでは勿論ない。唯再びこう

した生活者はなくてよいという事である。現 (Eではやl' 々

そう した広い私宅を建てることは困難であるから、こ与

に力んで主鼓することもいうこともないようにも考えら

れ るのであるが 、私はそうした封建的な志設が小さい住

居にも因襲的、伝統的に取入れられ易いことを指指した

いのである。自由と独立の生活を楽しむことの出来る住

い、明るくたくましい社会人の育まれる住い 、それは簡

素に美 しく、一部屋を樹立や、カーテンで区切って、家

人ι いめいの良心的なネLfA i によって、孤立と、共同も時

宜に応じて 可能なら しめるもの 、そうした設計図を眺め

るとほ与えましくなる。

二、孤から組織へ

暫定的な広島の佑居が今日に至るも復興されないで居

ることを凡て、各地の擢災者の{ 主日問題も併せて、早く

解決されたいものである。大阪の城東線から凡える権災

の跡のへレ| 泊った鉄骨、工場の残骸は、広島の片づいた

のを凡た限には、いかにも: 怠慢で、だらしなく感じられ

るのである。私は「世界J ll 月号高良とみ女史の執筆に

なる揚子江開発の尖態、を読んでまことに鴬いた。末尾の

- 1ili を引用させてTI ' ; [ こう 。

IM) II湖沼を始め、{ f ; : 'e建設 も、各都市で‘ 1fr式方法で・

行っている。天津の労働者イ 1::' 己問題jiyf決に、家族たちが

租極参加した。土迎びをして完I l ' l した例もあり、北京飯

脂前の大通りに続々できつ L ある棟瓦四階建築なども新

式方法で短時日 IHJ にでき上ってゆく。組織を作り、灰色
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煉瓦を凝固土で固めてゆく 上から木枠を置いて 、外塗り

をど しどし進めてゆく。政治大学の学生も i隊員も一緒に

なって 、加速度の土木建築を大規模な経済建設の一端と

して逆行しつつあること は注目すべきである。

こうした中国の現状を突にｾま し く思う 、 広島・では復

興j建: 没委員会が、点京から来る 、おえら方のためにもう

ける酒宴が、市外五I . i 市町で、額。耳与に{ 佳され、たわL 、も

ないうたi t 1 を聞いて地元の人 法カ: U' l . 慨して Jrii-る 訴もあっ

たし、慰怒ii l '，の設;;" 1者 が、委員会と別方面と両方になっ

て、もめたという Ｔ とも ｾｩ ｾＩ る。所諮縄脹り争いというか」足

利な切かでないが、とか くゐり路ちな円本のこうした宣

伝的、il 民間的j {6-ttY告の ｪ［ ，， Ｇ￡ こ建築界の御娃闘を ｾｾｒｫ する 。

個人が、々の災プJ で、復興しよう、再起しようとする

所にも、海々として渉らな¥， Ｇ Ｂ Ｚ＿ｆｾ国 権災ｊＺｻｊ ｬ のＡｩ ｬ ｪ ＡｬＧ口 があるの

では危かろうか 。こ のおは叉決村 合 ￬ｾＱ 己主存 にもむ［鋭的な

計闘が阻まれて Ｉｾｩ る。よ い指説者 ーが あるところには、立

派に突現されてＩ ｾ一る この問題も 、 もっと広汎に必袋と援

助の手がさしのべられて然乙べ主どと 思う。どうか組織

化された行政的な工事建築の l' 比さ れるために111]人も団体

も当)"i も、将来えのすむr空会もって奮但しなければならな

L 、。

三 、 結 び

目頭に於いて広島の感想を述べたのは、 ノ)- [1;1 しみじみ

と、残飯となってなお美しい、一新して心愉しい建造物

が、いかに人生を出かにするものであるかを強く感じた

からである。生活に必要な条ftl ーに加えて 、技術者のこの

精魂こめられた功績に、感;;，qtの念、抑え難いものがある。

叉- 1函には、権災の処置の徒らに主主月を経るに反して

泊即 也的設ｾのグング γ 進 渉 し つ ｌ ある こと に 均 して 、

いさ L か、明朗であり俗ない心地がするのである。

希くば、社会のあらゆる困難な状2惑を克服して、建築

界が、庶民を溶き 、新しい文化を築くために努力して頂

きたいものである。

( 筆者家事裁判所澗停委n )

床の清痔維持方法に就ての

く9月 初日砲空自曾館 に 於 円 る 鴇償E耳目〉 、

プリン下告白務望者はお申込下さい
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社会人として

建築家KEZむとと

中 井 あ い

わたしは建築については全くの素人で 、なんら専門の

知識をもっていませんので、これから中上げることも問

題にならないことかも知れませんが、一市民として忠、う

まL をef : u' 1. に中上げます。

私の希望はまず建築家が民主役とともに生活し、民衆の

生活の中にはいって、 民衆が何を苦しみ何を皐むかとい

うことをとくと桝尋してほしいので‘ す。現在の悩みは 、

どんな家に住みたいということより、住むに家がないと

いう ことです。戦災のため家を失い引錫げて合住いをま

だ余儀なくしています。その原因は個人にあるのでなく

国家のなせるわざですから、官任は同家が負うべき管で

す。従ってその対策は国家がすべきなのに、ほんの申訳

にちょっぴり住宅を建て、融資をする程度であります。

私の希望は 、建築家が国民とともに 、与論をおこ して国

家に要求すべきで 、これが建築家として国民に仕える任

務ではないでしょうか。

第 2 に知iっていた r きたく 、また本新していた Y きた

いことは、住宅地の不納生で イミ他阪なことです。 いずれ

の者1¥市にあっても 、たといl肉いものには蕊をしようとし

て表( J l lj をかざりたて L いますが、所前つ1之五W，宅地| 豆の不

衛生きわまりない現実態が存在しているということです

僅か Ｓ ＴＲ のｉｩ ｎ に Ｖ 人も Ｗ 人も 雑 ｊｾ［ し 、 下水は不完全で ｊｊ 民

兵がぬをつき、空気は濁り円光は射しこまず、 ｬｩｩｾ え ｅ お ｈ 白

い凡斡てられたH白い谷間のような、これでも人間の件. む

家が密集しているのであります。この現実を建築家は何

と凡ておいて・になるでしょうか。一自xの人々も案外無関

心ですが、建築家は誰よりも敏感にこれを泌践して対策

をたて 、幸いしっかりした組織をもたれるfよ協会として

中央なり 、 都道府県 地 方自治体えｫＮｬｬＧ［［ｾするとか、然るべ

き行動にうつしていた r きたいもので・す。

無論建築家は高い理想をもって、住みよい家、あるい

大 会 合
合

ZE1明鰐さ出孟主を に 聞

守也市阪社重量

理

的

完 面雪仕
話: j l : ，農 エ

会 史… 軽 切ー一

期 区 村
法

@川水絡 量且

資 中 軽 量
四 町 長

一 三 衛
任

:bt  1_  - "I. • .a.-

六 一 商
施

空 ・ い を 鉄 鉄 天

四 番

21塁 側 骨|骨|井l番 地 底 エ

は 、 全民衆が ￭Ｑｾりつどう公共の建物につ いて、近代都市

にふさわしい都市計画など、沢山の診と理想をもって 、

これが達成に努力しておられること
L 恩い ますが、私は

まずこの絞っておけない現実を凡て 、これをどうするか

ということを考えていた
r きたいのです。

第 3
に問題となるのは 、われわれ民衆の生活様式のこ

とです。将来の生活様式が将来の建築様式と密機な関係

にあり、建築を規定するからであり ます。今日 われわれ

働くものにとっては洋服を きるものが常であり 、和服で

は労働に耐えないのであります。 家にはこれに適したい

わゆる洋1m
が必要となってきます。ところが家はそれだ

けでなく 、働くための慰安の場所であり ます。その場合

は本人は千年の習慣によって行の上に生活しており 、ま

たそこにくつろぎを得ているのであって 、こ の点からい

って、日本間も必裂になってきます。こ れは 単なるノス

タノレヂアとのみい L きれないものでしょう 。一軒の家に

この 2 つをヨ財1
備えることができれば申し分がありませ

んが、これを単にせ・いたくと考えないで、将来の生活を

131: 羽が交問するという観点、から 、もちろん若い人には生

活設計とともに住宅にも 、間借りやアバートイ立いの中で

よく創立工夫を働かせて 、lia じきり や11f 1入を利用して閑

るく働きよく新砕な雰間気をかもしだ しておりますが、

一般にも 、建築家が啓議長する立場から 、指導者として 、

使 Ili 的組
:1防、ら新しい将来の生活隊式えの方向を指示し

ていたピきたい。1
，
m

時にこれと対腕的なものと して幾家

があります ｇ これを ｾｦ ｩ 立な民芸として近代生活にふさわ

しく粋をこらしてよく芸術家は改造して楽 しく利用して

おりますが、それとは別に 、働く農民、殊にいまの状態

では家のっくりの|前からも非常な非能率から過賃労働に

陥っているキ婦のことを考えた場合、建築家は新しく農

民の中えはし、って 、その要望i
に応える住み家の改善を 、

良民とともにやっていた
Y くことを切望いたしま す。

第 4 、これは古い '11"15でしかも j Mi Z 聞いたのでないから

こんななl ! ，で申上けてい
L かどうかと以いま すが、あるfJ!，

J;!，' j の
l:
，w抗日(i

'
/干

11; 、いよいよ;
'('; Ｂ比したとき 、 Ｚ 守ｾＮｩ ｊ 正にできた

が、向分はこわくてこの内えはいるのはおそろしい気が

するといったそうです。恐 らくこの言葉は、建築中に手

をぬくという不正の行れることを陥示したことだと思い

ます。この事実は宮古ね仕事によくあることで 、新聞にも

公共建築など 、かような原因があったと災害を説明 して

いるのを凡るのであります。かようなことがも し事突で

あるとすれば、 lil 々 い 。大二!rであります。建築家や建築

訴にJi
' 1' J していた I きたいのです。その必以ーがなければ

まことにギです。

第 5 、これは弘のさ L やか/εf延弘アありますが、今か

ら Ｒ リ年ほど ｾｊ 、 自分たちの家を建てたのです。 ｉｈｉ どりを

"  

. .  ・ 圃 ・ 園 田 園
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考え図面をひいて専門家に見せて、大体これでよし 、と じみで落ついていたことが巴塁の文化が大地の根もとか

いうので建て L 貰ったので、すが、大工さんが良心的だつ ら成長したのを感じ、文化の生成について教えられると

たからでもあり ましょうが、暴風のため瓦やトユを修繕 ころがらりま L た。それと思い合せて、日本の今日の建

した程度で、家そのものにはちつともくるいがきません 築を見ますと、個々の建築は実に宏壮で立派なものもあ

が、た r 一つ失敗だったことは台所、特に流しが採光通 るようですが、各自がばらばらで、繁護衛でさえ、ーか

風不完全で、不便なところがあります。 ところが、どう わ裂は限もあてられず肝j孜みだってヂグザグで街の爆当

もこの欠点は友人なんかの場合を見ても共通のようであ とともに浮れついて落ちつきがありません。

ります。これは専門家なれば前以て充分わかっているこ これは要するに混迷な社会の反映であり利己的な日本

となので、少しの注意主配慮でこれは避けられたと思い 人の心情のあらわれかも知れませんが、政府に統ーした

ます。この点に関していまの建築家は十分意をつくして 計商性のない証拠だとおもいます。建築家にはおそらく

おられること L 思いますが、ーぺんの規絡でよく 、そこ 理想があり合理的な美の突現に関してお考えがらるでし

に温かい心づかいがせe ひほしいものです。 ょうから、強力にこれが実現に積極的に働きかけてこそ

第 6 、新たに建築される場合、建築機式と自然や環境 建築家としての窓味があるのではないでしょうかつ

との調和の問題でおります。タウトが佳織宮の建築を、 以上申上げましたことは大小の別はあっても、建築界

口を極めて賞讃していることはど及知の通りであります に希婆ーする私の願いであります。根本は、政府に合理的

が、その理由は 、内部矯造が合理的で、通風採光温度等 統一的な、国民の幸せをとし、う線本方針がぐらついてい

々に細心の注意をはらってヱ生的でゐることや、むだの るからだとい思います。貧乏な円本では机上の空論だと

ない簡閲の美とともに 、周囲の自然との調和が快適な点 笑われるかも知れませんが、笑ってすましていることは

にありました。私もことをたびたひ・見て、この点に注意 決して良心的とはいえません。殊に造型芸術家である建

の惜しみなく払れていることに感心しております。とこ 築家は創造に終始される民族文化の尖端をゆく、羨やま

ろが最近殊に大小の家が新しく建築されますが、この点 しいお仕事ですが、これが職業となればいまの社会のし

にはまことに無頓鷲の よ うで、自然や環窃との読和を失 ぐみの中では、いたるところ厚い壁や深い涼にぶつつか

し、そこに細かい間慮が払われているかどうかを疑うの る悩みの多いことは 、どの仕事の立場からもいえる共通

です。京都でも 、 北山東山を歩いてよくこれを感じま の点であります。たピここで泣き寝入りするかどこまで

す。これは別に費用のかさむわけではなく、そのかたち 妥協するか 、その仕事の果す役割が誰に仕えているのか

や色の上での少しの配慮でできることではないでしうか をよく反省して、日本民族の独立と平和を堅持するこの

建築家自身のセンスにか L る問題だと思いますがいかど 大義名分を、矛盾の多い現実の中でくぢかないよう、こ

でしょう。 れが最後のお願いであります。

私が巴皐えいってまず予想に反したことは軒並の家が ( 筆者 京都府教育委員・美術評論家)

関 西 建 材 会 の 歩 み

関 西 建 材 会

昭和の初め東京建築会館内に建材陳列場が設置された 陳列場は東京と大阪朝日ピノレとこの 3 つが建築資斜のサ

が、関西では日本建築協会が昭和 8 年朝日ピル 4 階に東 γ 7・ノレケースとして、規別だった立派な陳列場としては

京と同じ構想の下に、綜合建設資料陳列場を開設し凡そ 日本代表的なもので・あったと記憶する。当時闘分速く海

100 小間あった。吾々及先議も多数出品したが英中の数 外からの参観者、問合せもあった。然し惜しいことには

氏が発起して 、別に日本建材協会を創立し; 1 毎回新道共同 戦争のため空襲激烈となり、朝日ピ J レの方は19年閉鎖曾

ピノレ: w曾浪曲奇新地に会館を建設、臥列場をも併置して建 材主崎の日本建材協会は灰儲に帰し、ｾｊＮ ｊ くも閉鎖された 。

材界のため気を吐いたが、戦争勃発のため* 需省の命令 かくして戦後の慌しい復興時代を迎えたが、関西に於け

の下に国策に順応、統合して社団法人日本建設材料協会 る建材各業者は 4 散して焼跡に広・舗を有するものは極め

を設立し、関西側は俸田藤郎、上山元市、青木友一、故 て少く誠に寂君事たるもので・あった。英頃日本建築協会で

池田笑氏が盟事となり毎月一凶理事会に上京しておった は前会長片岡先生が亡くなられ、現竹腰先生が其跡をつ
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かれ戦後の民主々義に副う様に定款を改E し、従来建築

学を修めた技術家が正会員であったのを、綜合電気管工

建材の各部門から個人、会社等、団体会員も正会員とし

て迎えられ、強力な団体として復興建設に尽されること

に組織が改められた。英昔若々業界人はすべて主主助会員

であったが、この改組は各業者間に非常な好感を持たれ

吾々も微力ながらプミし、に協会のために協力することにな

った。

協会では技術、綜合、電気、管工、建材の 5 部門から

なる事となったが、建材部以外の各部門は夫々協会とか

組合とかの母体があるが、苦々の万は母体をなくしてい

たので、当時協会7こ入会している建材の人々を以て協会

の方で建材部として育成することになった。そして建材

部門より隊田藤郎、志垣正次、青木友一、塁手沢孝三自11の

諸氏が理事に選ばれ建材同人の集合に努めたが、何分に

も交通難 . 電話1 . 通信も不便な時で述絡容易ならず、集

る毎に今日は 2 人次は 3 人という状態で 、然も其度会す

る顔触れが異なり 、更に協議は遅々として進援せず集合

に一方ならぬ苦労を嘗めた。協会事務所以外、堂島浜通

城ロさん経営の三輪産業株式会社或は戦災を免れられた

淡陶株式会社英他会場に苦心、叉竹脱会長外協会幹部の

方々を特に出席して頂くなどお骨折り問 う内、23年頃か

ら漸ゃく人心も落ちつき社会状態もよくなり 、ボツボツ

と遠近分散の誰れ彼れも帰阪し連絡も大分よくなった。

かくて26年を迎えメ y パーも大分気を吐 く体勢となり

会合も粉活波となり前途に陽光も凡えたので、竹腰会長

外協会幹部の肝入りで建材部門の強化を図ることになり

先輩各位とも協議を進めた結果、協会入会者を中心とし

建築協会を母体とした闘西建材会を設立することに意見

の一致を見たので 、24年10月8 日を期し大阪建設会館で

発会式を挙行する事とし、当時判明してし、た各業者凡

そ80社に立すし機を飛ばし出席数38を得た。当日には竹援

会長、井上会長を始め協会役員業会新聞社の臨席を頂き

規約の制定役員選挙等を決議した。初代会長として元建

築協会陳列場幹事長であった池田宮彦氏を煩わす事とな

り幹事制として幹事長青木友一外幹事15名で・逐蛍するこ

と与なり、事務局は当分協会事務所内に、叉事務も協会事

務局の御世話になる事ィこ協会役員にお願した。斯 くて兎

も角も建材会の誕生を見たのである。本此処に至るまで

指導と絶大な御協力衡:援助を寄せられた竹腰会長主主、当

時の役員諸賢に深甚の枇廷を表し、この間にあって終始

斡旋と進捗爽務に当たられた大和常務思惑以下事務局各

位に厚く感謝いたす次第でゐる。全 く各伎の御尽力の資

でt . ，り吾等の永久に忘れられない処である。以上の経過

過を辿って建材会の誕生を見たのであるが当時の会員は

凡そ100社であった。

爾来.25年度は専ら会の} } ; ; 縫強固に専念、して会員獲得と

技術綜合部門との座談会を催し会員相互の向上に努め

た。26年よりは協会とタイアップして会誌には仕機

獄、建材特集号を発行し 、叉会員名簿を作製して広く配

付等したa 叉池田会長が辞任されたのてー倣問にお願いし

備顧問には建築協会々長副会長外数氏にお願いして御指

導を受けることにした。後任会長として徳永硝子株式会

社専務徳永1喜四郎氏を迎え 、会勢漸ゃく感になったので

本会紋章を懸賞募集制定したっ一面会員の向上と材質の

進歩発達に努めっし相互間の親睦と取引先事情の連絡

等を密にした。zl 年度( 主導ら母体の建築協会創立35年記

念事業遂行に極力後援することになり 、卒先して記念事

業後援会授の募集に着手、協会各地建築講習会に建材部

として多くの材料についての講師を送り大なる成果を挙

げた。叉建材の正しき使用と施工につき第 2 聞の諮習座

談会を開催、設計綜合部内の多くの青年技術者凡そ100

余名の参加を得意義あらしめた。叉協会内に設けられで

ある建材審査会にも、苔 4 メシパー中手目当審fEをバスし

つ λ あるが、 更に多くの商品に優良証明を鎚得するよ

うに努めつ L ある。 八月に至り会員凡そ 170 を得たの

で27年度版新名簿を発行全国関係方聞に拡く間付、寄々

建材会の存在を一般に深く認識させた。

石の上にも 3 1手という諺がある通り建材会も漸ゃく 3

才にfょったので・今後の方針としては従来の歩みの外に大

方の裂望に応えんため 、是非建材陳列場を開設すること

に溢進する。3く会員を京阪神で 500社に拡大し 、中国九

州、|に支良[1を設躍して会員相互の商品を広く宣伝し、吾々

業者の建全な発足量を期し、一函資材の向上に努力し、 建

築界並に社会に一段の貢献したい所存である。更にまた

会員相互間の1&.61上安全かつ円滑に行われる方途を考究

中であるし、叉資材単価表を整頓会誌に毎号帰i叙するこ

とも実行したい念願で‘ある。 この同的と吾々の念願を達

成するには何と言 っても 、母体である協会の幹部は素よ

り技術綜合部門及び会員各位の、絶大な御指i 4 と御支援

を得て始めて出来るので、切に御引廻しと御柳様、街l教

示をお疎いする次第である。

〈麻 務 事 宇 彦 君e)

謹 賀 新 年

昭 和 2 8 年 元 旦

関 西 建 材 会

幹 事 一 同
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私 た ち の

建 築 史 治ぁ、の 2

?ら必の

(  1  )  

林 野 全 孝 内 d  
る舗、( 吃じぺ) ) つ‘ } 針( 良知

歴史で大切なことは、何が起きたか? どうなったか?

… ということよりも 、どうして起きたか? というこ

とだと思います。

むかし、一人の労 働する人が ( A) 。 石のオノ ( Aつ

を持って木材 (A" ) を加工し家を建てた。つまり A と

A ' と A " 71>加って、 始めて何かを造られるわけです。

しかじながら 、こ L に1 人の人を聞む、他の人々との関

係を忘れては、正しい歴史として成立しません。C- . B)

凡ての空軍史は、このA とB との関係により進歩する法

則jから成り立っているようで・す。私たちの建築史では、

ヨット ウ品慶はやめましょう 。 そして 、いつも、それが

どうして造られ、成起し 、進歩し、叉変化するのを 、考

えて行きましょう 。

ｾ・ ‘

。

第 1 図

目 次 第 11切 ( 縄紋、鞠生)

第 2 期 ( 古墳より藤原まで)

第 3 期 ( 鎌倉より江戸まで〉

第 4 期 ( 明治以降)

第 1期一一原始共同社会時代一一

序

日本で、人類が生活していた一番古い泣跡は、沖積世

の地問から出ます。学者の大体に一致した意見では、

B C 3'JO日年くらいとされています。 ( 明石原人にはふれ

ない) それは了度新石器時代という時代で 、1民界の考古

学か らみれば、余根新しい文化でありました。

。一一一、
。

J  

第 2 図
第 3 図 ( 広さ約 20m: ! 、1 m穏期下げられている 。)
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古事記日本総記の説話は

土 AD700 年に脅かれたも

のでその上限は 、シ ｾ Ｔ ｩｬｬＺ ￭ ￭［迂

よりは上らないようですの

で自i J 記録時代のことです。

新石og : 時代は、紀元元年

前後まで続きますが、この

時代は、採取経済ー一つま

り、烏やケモノや魚、或は

草やソ4を耳立って 11: : 活してい

た時代です。 ( 勾s 1 図出

物参照)

それが、次の鞠生式文化

とし、う生産経済に進んで行

きます。農業や牧畜が行わ

れたのは、このときからで

第 4 図 祉 居 住 式 穴 竪 ( ー 〉
す。

以上 ｾｬｾ 紋 、 禰生の民時代

約3000年|加工 、階級制のな

い、氏族中心のクループヵ、

ら成る人々によってJ1<[， Jの

生活が営まれていました。

住 居 蹄

第 5図 - A . aJ:: r，!} イ 主 式 石 敷 ( ニ )

スベイ y や 7 ラ ン ス で は

古代人が洞穴に作んでし、た

あとがありますが、円木で

は、なかったようです。れ

いめい刻! の私たちの組究は

土訟や、ぬぐ ｦＡｾ をとる石や

43 の治J l を巡り 、やがて.

彼等のすまいを建てる技術

を考えました。但し、おそ

らくは北方から技術と共にやって来たのでしょう 。その家の跡点、後にのべま

すが、土から下だけしか遣っていないので、上の屋根などは、どう なっていた

か、はっきりしません。

かつて関野氏陣土らが、 「天地紋元の富造り」とし、う原始的な家( 第 2 図)

を恕! 7 E しましたが 、これは、中 lt J : の工匠が伝えたもので 、実際は想像以上に出

ず。 このような遺跡は一つ も発凡されていま せん。

発見さ れているー者古い住居跡は、第 3 図のよ うなものです。第 2 図の 2 の

平岡と比べて下さい。柱の位置が全然違います。叉タ J レキのあとが、切妻のよ

うには並んでい ません。柱の数は 4- 6 本です。叉炉は中心をさけているか、

全然別に造られます。 (例、茨城県花愉台貝塚、崎玉県徳岡村遣隊)
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次にや L 進んで、第 4 図の

ように、平閣がrqに近くなり 、

炉は真中に来て、柱が、円く

廻るのも出てきます。このあ

たりから 、住居は数コ以上の

集団をなし、同じく死体も、

そのま与 、イ可にも入れずに、

並べてうめられます。( 例、

千葉県姥山貝塚、長野県光石

遺跡)

「
:4

ｯ ，ｾＺＭ ｟Ｚ Ｍ￸ ＾Ｎ、

ρ

イ -

0

、、‘

午 -
- -ユ ェー令
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:! I  I
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: :  

;，. ，0  

‘・、、 ，
_0

-';:- 0: ででて
ζ

・
0

ニ〆

ずっと進むと 、深く穴を掘

らずに、石をしきつめた床の

上に、前と同様の柱が建てら

れます。径約 4 - 8 mで函白

いことに、出入口と忠われる

出張りがあります。( 第 5 図J

この頃になると墓地は広くな

り、身合墓制となってきます。

第 6 図 ( 山本氏樺太アイヌの住居より推定〉

死体は、カメのような土器に

第 7 図

入れられ、次の禰生文化の影響が見え始めます。( 例、

東京都羽ケ回遺跡、神奈川県八幡台遺跡〉

復 原 の 資 料

さて 、縄紋式時代の住居は 、このような平面の上に、

どんな屋根がかかっていたので、しょうか。そこで、良 t

似た住居を、ほかの原始的な所に求めてみます。

かつて鳥居間土によって発見された冬の家、トイ ・チ

セ( 土の家) は 、第 6 図のように方形に捌った約 20 m
2

の平薗に、 4 木の住を建てーーーここまでは、第 3 図と同

じーーその上に図のように、梁と桁をわたして、タノレキ

を八方に 、その先が円をかくように並べられています。

さて、このような例をたどって、村田治郎防土は、千

島アイヌ 、アリユシ ャシのアウト族、カムチ ャッカ半島

会 務 ( 十一月分)

配 念 事 業

小豆島晃司告会 1 目- 3 8

1 日午後 5 時半集合する者松本団長外 20 余名曙丸乗

船出港神戸港にて竹腰会長外乗船一行 25 名 2 日3 時仮

出燃荷たるや旅館で小娘朝食 6 時借切パスにて匁霞渓に

向い大] 資望を紙め風光住絶を満喫して11時九金醤油株式

会社に倍、同社厚意tこ依り中食の按待を受け佐伯同社長

挨拶竹腰会長謝辞後社員案内で天下の名告書油丸金工場の

製造行程施設等見学した 、2 時観光パスで北岸名所古蹟

一巡、5 時半旅館雅竜園に入り懇親晩餐後一泊、 3 日午

前南岸観光後 2 時仮出港おとわ丸乗船 9 時実保山帰着。

20 

のコリヤグ族、北アメリカ北部のエスキモ一族、カナダ

北西から合衆国の西部中部地方 (H idaka Indi an) の土

の家、第 7 図) 或は南米イ
γ デア ν 、黒海北岸のスキ芦

イ族の墓等々にお よんで、これ と本
F

質的に全く同じもの

を追求し、次のよ・うに結論しています。( 建雑 774号)

10  主柱は 4 本以上姻立、梁と桁あり、

2  タルキは放射状、頂部に 4 角な煙り出し穴外し

叉、ソゲイ孟ト領中央アジャの原始ホヲズム文化、 (  

BC35∞- 2500) にも 、同様のものが発見され( 大串純夫

建史研 9 号〉我が縄紋化の住居が、どんなものだったか

を、広い視野からますます明かにされてきています。

( 次号に続く〉

(筆者大阪市大理工学部滝沢研究室〕

之からの佳宅展

6 日2 時於朝日委員会開催最終協議 11 円より 16 丹迄

南海高島屋七階ホールで開会、毎日数千人のス場感況、

協会出展懸賞入選案一一等の合所廻り一部を突物大とし

て今西デザインルームに托し製作展示、之に新材; 斜を使

用並参考建材出品、羽衣住宅建築設計図、新時代小住宅

懸賞入選図案等住宅促進協務会より内外建築事情外参考

図写真等、パネル凡20余品、者[t島校参考出品模{ t IJ 2 伺

羽衣住宅展清会 7日---:--16目

工を急いだ28戸建築も略完成したので‘ 予定の通り
7 日

10時から現地で開会提義行した、当時好天に葱れ朝来現

場に殺到する者引きもきらず委員側は受付にて来賓を迎

え会場一巡後12時間地新東洋大広間に集合、席定るや吉



国住宅展部長は協会側並大阪府側を代表して今日に歪り

すよる経過の大要と将来を希望し各位に感謝を述べ開会挨

拶後折詰の祝宴を開いた。

中尾高石町長地元地主関係者夫 4 祝詞あり、井上福張

氏出品者の 1 人として意見開陳と祝意表し最後中野総務

部長感謝と閉会挨拶後開場式を閉ぢた、午後より一般来

場群をなし忽ち案内バシブレツ ト出し尽 し係を菌喰せる

盛況爾来閉会日迄連日 田O乃至 2，000 名を突破した。南

海鉄道株式会社は毎日人気投票を集めたが16 日5 時で閉

会 、翌17 日午後大阪建設会館で、申込者の拍畿会を開き府

住宅E菜、公庫支所係員、協会側委員、買受希望者等20-余

名立会公開抽銭別項の通り決定。

表 量巴 式

24 日2 時大阪三越劇場にて開式、舞台金扉風に老松の

植木鉢もすがすがしく定刻表彰者委員役員其他参列 150

余詳細別項の通りである概記表彰部長池田宮彦氏司会の

下に創立当時より の在会者代表小笠原彬光氏、多年役員

委員代表薮中一良民事務局代表大和栄衛氏等表彰され、

彰状と記念の品を竹腰会長より授与次に多年木会のため

協力援助今日の隆盛に寄与された株式会社大丸、大林組

社長外各組社長、叉綜、合、電気管工、建材各部門個人代

表 、各支部代表に夫々感謝状贈呈、次に東畑副会長より

竹股会長に対し協会今日の隆盛は会長の指浮にめりとて

別項の如く感謝の言葉あり終って 小牧原料y f ; 氏は表彰宗

一同に代り謝辞を述べ閉会

配念大講演会

24 日3時- 5時20分於三越劇場、 日野勝好理事司会の下

に開会 6∞余人超満員. l i 1 ¥: 況内容別項の通り竹腰会長開会

挨 拶、耐火建築について伊東大阪市建築局長、吉田府建

築部長欧米建築事情について、武藤消陣士 、原爆と建築

物について失々スライド使用拍手裡終了竹中式潜瀦工法

ブヰルム映写した 、街開会再郁前iJ 三越』葱新F折i人落諮3却O分の余輿が

あつた最後に東畑副会長の閉会の辞て

祝 賀 娩 餐 会

24 日6時- 8時三越八階グリルに於て 120 余参加、鈴木

末尾祝賀部長司会の下に開始挨拶後竹腰会長来賓其他一

向に感謝を述べ開宴デザートに入るや司会者より渡辺節

氏京大坂博土各支部長総代松井消之助京都支部長、顧問

耳夜中一良氏鍵中社長、佐藤太氏、菅谷三郎氏、山本潔氏

、竜沢真弓氏など別項の如く祝詞と意見開際、伊東五郎

氏は学会長にがより祝詞朗読谷民蔵氏七十七才の年一長者ーと

して元気溢れる声で協会万才三唱乾否、東畑副会長閉会

挨拶後散会、盛況に終った。

理 事 会

12 円2 時一一於朝日東畑副会長外 8 名出席定例評議員

開催の件、名誉会員准挙の件羽衣住宅文化吠菌製作の件

大 阪府建築土会に経費要求の件、軽金属協会講演後援の

件記念事業外言者報告を了した。

建築基準法権造規準講習会

19 日20 日二日都島工業高等学校講堂で開催学会主催 、

本会後援、本会事務局応援出場 2閃名別項の通り盛会終

了。

建築講習会終了

大阪府建築士会と本会共催の講習会は10月27日より開

講中の所11月11 日終了当夜中野理事大和常務理事列席 、

中野理事両会代表閉会の辞を述べ終了。

建材審査委員会

14 日、ウオ J レト γ 分科会13時管困、竹内( 孝) 両委員

JIi.Jf ペイ γ ト工場に到り 、同社桑原技術部長 より詳細な

説明を受lナ質銃応答の後工場及研究所を視察。 16時40分

終了。

自 平 議 員 会

卸 日2 時於朝日河合議長外12名理事者竹腰会長外 7 名

委任状出席32名で開会議案 1 号細則1忽条に よる28年度評

議員数決定 、 第 Ｒ 号訴事実各営正会員十佐挙の件を議決ｾ記念

事業中間報告な了した。

編 集 委 員 会

15 円午後 1 時 中村編集委員長外 6 名、朝日に集合し羽

衣住宅展示会場に赴き観覧 し一向、南海高島屋にもどり

特別食堂にて休憩後、羽衣住宅に闘し座談会を開催、会

談終了 6 時解散す。

関 西 建 材 会 ( 本会建材部)

11月1. 2日 建築協会ネ催の記念事業中小豆島見学旅

行会に本会よりも多数参加、小豆島の風光を観賞し、丸

金Il f; il由醸造所を見学、有意義な 2 日を送った。

11月12日 ( 於朝日どん建築協会事務室)

委員会を開催 、会長問題其他協議。

11月22日 ( 於朝日ピル建築協会事務家)

幹事会を開催、建材保証協会設立案及率: 業企画英他を

協議

11 月24日 三越に於ける建築協会創立35年記念講演会

主li. 祝賀晩餐会に多数参加叉同日の表彰式には建材部門よ

り青木友一、山本潔、保田藤郎、定桓正次以上田氏が表

彰された。

11月298 ( 於朝日どん建築協会事務室)

幹事会開催。建材保証協会設立草案検討建材講演会陳

列場建設機運促進の件等協議
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小豆島内海町章( マーク) 懸賞募集

- 募 集 規 定 ・

1、 募集要旨 もみぢ色どり本邦町長ーのオリ ープ実る平

和郷小豆島は瀬戸内海の東部にある周閉 140 粁 、人

口 6 万の島であり 91恒渓をはじめ到る処天然の美し

い景色に忠まれ 、 ｽＮＮｾ［Ｘ Ｘ ケ所 霊 場と共に閉季の観光客

が絶えない。

内海町は小豆島の東部にあり l昭和26年 4 月1 同内

1、 応 募 図 案 及 用 紙 はがき大の白紙( 耐用紙叉はケシ

トおりに Ａｊ ， ｾ 1 色とし、径 約 6 c m ｃ Ｚｦｦｾょ自由〉のも

のを面i く。民団に| 倍号及び簡単な解説を記す。別に

同じ附号を表，;dした封筒に住所氏名を明記せる紙片

を封入し 、 封科として送付すること 。 ＨＱ ，ぶ ｾｰ 市街［

に 1 封1/ とすること)

1、 送 先 大阪市北区中之島 3 の 3 朝日ピノレ内

日本建築協会 内海町マータ係

海湾' { t . 聞む 5 ケ町村( 西村、平日産町、安閑町、首羽 1、

村、坂手村〉が円満合併して内海町となり人口 2 万 1、

締 切 昭 和28年 1 月末 日

入選発表 本 誌 昭 宋128年 2 月号叉は 3 月号に発表す

ると共に入選者にはがきで通知する。人、天下に問えたt ! l ; n 5 渓及 2 千屯級の汽船の/ 1 ¥入す

る良地内海湾を擁した山紫水明の判II である。

産業としては全国的に有名な小豆，I:h醤油の大半は

木町で産し、その産額は30億円にも逮し香川県産業

の王座を占めている。佃必; 等の食料品 、たばこ、果

樹等の農作物、鯛、齢、鰯等の水産があり、水道、

電気、病院、公民 ｬｾ 官、学校等の公共施設が充災し、

過去に於ても学校、公民館、国民保険等で各大民党

1、 審 査 員 ( 50音JI領敬弥略)

佐伯与之吉( 内海町長) 竹腰健治( 日本建築協会

長〕 谷口栄( 内海町助役〉 中野l順次郎( 大阪市

教育委員会指務主事円本建築協会理事〉 水野正義

( 内海町助役〉 森田慶一( 京大教授工t l ! f ) 矢野

備村( 日本画家) 渡辺賢一( 大阪市立工芸図案科

長〉

をはじめ数多くの表彰を受けた。そして女化に産業 1、 賞 金 壱 等 壱 万 円 壱 名 弐 等 五 千 円 弐 名

に観光に非ゆる努力を傾け、関るく進歩する理想の 佳 作 弐 千 円 五 名

郷土の建設を目指している。 1、 応募作1日は一切返戻せず、当選作品の版権は内海町

この内海町を表わす簡単明日r . ' E なる町主主( マーク〉 のものとす。

であること。 1、 以上に闘する一切の問合せは日本建築協会内海町マ

1、 応募資格 制限なし。 1 人何点、成募するも可 { グ係へ。( 反信斜l司よIのこと)

編 輯 後 記

新年お u出度う御座厨ます。政ると、昨年 4 J 1 に本年

度の編輯委員会が発足した時、我々がし、ろいろと考えた

企図の数分のーも実現できないうちに平や新年号を迎え

ることになった事は、たとえ経世守司司i7の庄追とし、う外的

条件はあったにせよ我々の不勉強を示すものとして恥か

しく思っている。ｾと数ヶ月の任期中、何とか頑張って

会員諸兄の御期待に副いたいものである。

さて、本号は例年通り昨年度を回崩して今後の民望を

行うと L 、う企回で編集した。こf出E上の健全財政政立の立

場から 、本号は図版を 1 枚も掲践できず貧弱な休教にな

ったが 、本文の方は筆者の顔ぶれと云い 、その 内容と云

い、械に充実していると自惚れている。ゆっくりと味っ

て説んでいた r きたし、。昨年末に御拘束した「私たちの

建築史」もいよいよ連載出来ることになった。 この新し

い企阿を諸兄の御批判、務1慨終によって立派なものに育

て A ゆきたいと思っている。では次に小泉グ1編集委員に

ペシリレ F 致します。 ( 谷口尚武嗣集F問。

n  

建 築 と 社 会

第 3 4 鵠 第 1 号

売価 1 部80円仁送料J七〉

昭和27年12月25日印刷 ・昭和28年 1 月 1 日溌行

総 集 犯 行 人 沖 田 誠

発 行 所 社団法人日本建築協会

大阪市北区中ノぬ3 ノ3朝日ピル

m訴 北 浜 @1 3 3 4 - 9 存

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 森

大 阪 市 北 灰 堂 山 町 6 6  

印 刷l 者 網 野 栄

大 阪 市 北 区 堂 1' -1町 6 6  

印 刷 所 株式会社研文社氾拓民尚I J ) ｾＰＳ＠

」



-

第

三

四

集

第

一

号

掲

載

広

告

一

覧

(

掲

載

順

〉

岩

住

鉄

工

所

日

本

耐

火

建

材

伊

奈

製

陶

日

本

ド

ア

l

チ

ェ

ッ

ク

製

造

日

本

金

具

製

作

所

協

和

製

作

所

河

津

装

飾

久

保

商

庖

浅

沼

組

新

工

務

所

安

藤

組

大

林

組

奥

村

組

鹿

島

建

設

勝

目

組

神

崎

組

熊

谷

組

鴻

池

組

郷

組

佐

藤

工

業

清

水

建

設

島

藤

建

設

銭

高

組

大

成

建

設

大

鉄

工

業

竹

中

工

務

庖

長

建

設

鉄

道

建

設

興

業

戸

田

組

間

組

藤

木

工

務

庖

藤

田

組

松

村

組

三

井

建

設

森

本

組

ブ

ラ

オ

ン

盟

井

水

道

日

東

撃

泉

工

業

所

昭

和

撃

泉

望

月

組

佐

藤

組

岡

組

水

野

建

設

長

谷

川

組

大

阪

土

木

工

業

大

嘉

熱

工

業

第

一

工

業

奥

小

路

工

業

神

谷

建

造

工

業

栗

山

板

硝

子

庖

大

阪

城

口

研

究

所

大

阪

電

気

商

会

桐

田

商

会

斉

久

工

業

三

機

工

業

須

賀

工

業

西

原

衛

生

工

業

所

建

材

社

栄

輿

商

会

三

晃

商

会

火

曜

会

事

務

所

マ

ン

一

ア

ン

浅

海

電

気

産

業

近

畿

電

気

工

事

中

央

電

気

工

業

立

花

商

会

田

村

商

会

室

谷

商

庖

東

海

電

気

土

木

山

本

窯

業

商

盾

三

好

板

硝

子

庖

田

中

屋

森

井

厨

機

製

作

所

中

外

商

事

マ

グ

ナ

工

業

矢

橋

大

理

石

商

庖

ナ

ニ

ワ

ス

レ

ー

ト

佐

村

木

商

庖

三

舟

窯

業

大

島

応

用

化

学

工

業

大

同

鋳

造

ケ

1

ア

ー

ル

ゴ

ム

石

井

建

材

東

京

鋼

板

工

業

尾

北

商

庖

長

岡

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

東

邦

商

会

水

島

商

庖

三

和

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

化

工

高

野

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

吉

田

芳

雄

商

庖

関

城

化

学

工

業

所

三

高

製

作

所



ナ

ニ

ワ

瓦

谷

山

鉄

工

所

福

島

産

建

工

業

山

本

建

材

社

理

研

サ

ッ

シ

ユ

大

阪

建

材

工

業

和

か

山

ス

レ

ー

ト

住

江

織

物

藤

森

工

業

亀

井

不

二

製

作

所

打

越

建

物

洗

装

庖

ラ

イ

ト

青

写

真

工

業

大

仏

組

玉

置

産

業

サ

ン

エ

ナ

メ

ル

工

業

木

下

謹

三

商

庖

坂

本

商

会

杉

田

組

協

栄

田

中

風

呂

製

作

所

シ

フ

カ

1

工

業

所

浪

速

建

材

工

業

大

阪

窯

業

セ

メ

ン

ト

清

光

社

油

脂

化

工

社

日

本

セ

メ

ン

ト

防

水

剤

製

造

所

内

外

土

木

建

材

社

朝

日

石

綿

工

業

荏

原

製

作

所

川

岸

窯

業

前

沢

商

行

鈴

木

シ

ヤ

タ

ア

商

会

福

屋

工

業

所

豊

国

建

材

庖

昭

和

鋼

機

黒

川

化

学

工

業

所

林

塗

装

庖

田

島

応

用

化

工

三

星

タ

イ

ル

会

井

上

工

材

大

建

工

業

岩

元

工

業

明

正

社

日

本

サ

ッ

シ

ュ


